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雪
に
覆
わ
れ
た
荘
厳
な
西
チ
ベッ
ト
の
夜
、

標
高
６
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
を
誇
る
聖
山

カ
イ
ラ
ス
は
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
、
ま
る

で
光
を
放
つ
か
の
よ
う
に
暗
闇
に
浮
か
び

上
が
っ
て
い
た
。

　
チ
ベ
ッ
ト
暦
の
４
月
に
当
た
る
時
期
に
積

ん
だ
功
徳
は
何
万
倍
に
も
な
る
と
さ
れ
、

多
く
の
チ
ベッ
ト
人
た
ち
が
最
高
聖
地
で
あ

る
カ
イ
ラ
ス
を
目
指
す
。特
に
釈
迦
の
誕
生
・

成
道
・
入
滅
を
祝
う
サ
カ
ダ
ワ
祭
が
開
か

れ
る
満
月
の
日
は
、
い
つ
も
は
静
か
な
辺
境

の
地
が
に
ぎ
や
か
な
活
気
に
包
ま
れ
る
。

　
祭
り
は
早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
。
連
日
降

り
続
い
た
雪
も
ぴ
た
り
と
止
み
、
ど
こ
に
潜

ん
で
い
た
の
か
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
巡

礼
者
が
姿
を
現
し
た
。
人
々
が
向
か
う
先

は
、
カ
イ
ラ
ス
の
西
側
に
位
置
す
る
タ
ル
ボ

チ
ェ
。
こ
こ
に
タ
ル
チ
ョ
（
祈
祷
旗
）
が
掲

げ
ら
れ
た
高
さ
13
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
柱
が

立
っ
て
い
る
。

　
年
に
一
度
の
祭
り
の
日
、
こ
の
柱
を
い
っ

た
ん
倒
し
タ
ル
チ
ョ
を
新
し
い
も
の
に
取
り

替
え
、
再
び
立
て
直
す
。
柱
は
真
っ
す
ぐ

天
に
向
か
っ
て
立
て
ば
縁
起
が
良
い
と
さ

れ
、
巡
礼
者
た
ち
は
ロ
ー
プ
で
慎
重
に
柱
を

起
こ
し
て
い
く
。

　
数
時
間
後
、
人
々
の
願
い
を
掲
げ
た
色

と
り
ど
り
の
タ
ル
チ
ョ
が
、
雄
大
な
カ
イ
ラ

ス
山
を
背
に
は
た
め
い
て
い
た
。
次
の
サ
カ

ダ
ワ
祭
り
を
迎
え
る
ま
で
の
一
年
間
、
人
々

の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
タ
ル
チ
ョ
は
こ
の
聖

な
る
地
で
風
に
吹
か
れ
続
け
る
。
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日
本
に
初
め
て
法
律
が
で
き
た

の
は
８
世
紀
初
頭
。
律
令
国
家
だ

っ
た
隣
の
国
・
唐
（
当
時
の
中
国
）

を
手
本
に
「
大
宝
律
令
」
を
制
定

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
１
３
０
０
年
余

り
、
日
本
の
法
律
は
時
代
に
合
わ

せ
て
そ
の
形
を
変
化
さ
せ
て
き

た
。
そ
し
て
現
在
は
、
憲
法
を
頂

点
に
民
法
、
商
法
、
刑
法
、
民
事

訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
…
と
い
う

１
８
２
９
の
法
律
（
２
０
１
１
年

３
月
１
日
現
在
）
と
そ
れ
ら
を
支

え
る
下
位
規
範
が
体
系
的
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
が

社
会
秩
序
の
維
持
と
国
の
発
展
を

支
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
在
の
日
本
の
法
体

系
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
は
、
明
治

維
新
以
降
の
こ
と
。「
法
制
度
が

〝
近
代
的
〞
で
な
い
と
評
価
さ
れ

た
幕
末
の
日
本
は
、
欧
米
諸
国

の
圧
倒
的
な
国
力
を
前
に
、
不

平
等
な
条
約
を
締
結
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
」
と
佐
藤

「
一
流
の
国
」
へ

明
治
日
本
の
悲
願

明治維新以降、“お雇い外国人”の力も借りながら、
欧米の法律をカスタマイズしながら取り入れ、
世界でもユニークな法文化を築いてきた日本。
その経験が今、開発途上国の法整備を通じた
国づくりに役立てられている。
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る
、

国
を
つ
く
る
。
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直
史
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門

員
（
弁
護
士
）
は
話
す
。「
当
時
、

近
代
的
な
憲
法
を
持
っ
て
い
た
国

の
ほ
と
ん
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
少

し
で
も
早
く
近
代
的
な
法
制
度
を

整
え
、『
一
流
の
国
』
に
仲
間
入

り
す
る
こ
と
が
日
本
の
悲
願
だ
っ

た
の
で
す
」。

　
日
本
は
留
学
生
を
海
外
に
派
遣

す
る
な
ど
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
や

ド
イ
ツ
法
と
い
っ
た
大
陸
法
を
中

心
に
、
近
代
的
な
法
律
を
懸
命
に

学
ん
だ
。
そ
の
後
初
代
内
閣
総
理

大
臣
と
な
っ
た
伊
藤
博
文
も
、
１

８
８
２
年
か
ら
１
年
以
上
を
か

け
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
立
憲
制
度
を
調

査
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
『
日

本
近
代
法
の
礎
』
と
称
さ
れ
る
フ

ラ
ン
ス
人
法
学
者
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
ら
〝
お
雇
い
外
国
人
〞
を
日
本

に
招
き
、
彼
ら
の
力
を
借
り
な
が

ら
法
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
法
整
備
の
過
程
で

〝
法
律
を
学
ん
だ
〞
起
草
者
た
ち

は
、
明
治
政
府
創
成
期
に
存
在
し

た
「
と
に
か
く
外
国
法
（
フ
ラ
ン

ス
法
）
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
れ

ば
よ
い
」と
い
う
発
想
を
捨
て
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
を
、
そ
の

ま
ま
〝
輸
入
〞
し
て
も
日
本
に
根

付
か
な
い
―
。

　
そ
し
て
起
草
者
た
ち
は
、
外
国

法
を
日
本
の
社
会
や
文
化
、
そ
れ

ま
で
の
制
度
に
適
合
す
る
よ
う

〝
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
〞
し
、
選
択
的

に
取
り
入
れ
る
道
を
歩
み
出
し

た
。

　
こ
の
精
神
は
、
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
法
改
革
で
は
占
領
軍
に
よ
る
英

米
法
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の

の
、
そ
の
時
点
で
の
法
体
系
と
矛

盾
が
な
い
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
き
た
ほ
か
、
現
在
で
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
各

国
の
法
制
度
を
比
較
・
研
究
し
な

が
ら
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。「
結
果
と
し
て
日
本
は
、
大

陸
法
の
流
れ
と
英
米
法
の
流
れ
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
、
世
界
的
に
も
珍

し
い
法
文
化
を
築
い
て
き
た
の
で

す
」
と
佐
藤
専
門
員
は
話
す
。

　
近
年
、
こ
の
日
本
独
自
の
法
文

化
が
、
自
立
的
か
つ
持
続
的
な
発

展
や
市
場
経
済
の
活
性
化
に
向
け

て
法
整
備
を
急
ぐ
開
発
途
上
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
佐
藤
専

な
ぜ
途
上
国
に

注
目
さ
れ
る
の
か
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門
員
は
、「
途
上
国
は
、
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
法
文
化
を
有
し
な
が

ら
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社

会
の
中
で『
国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

を
充
た
し
た
法
制
度
の
構
築
を

迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」と
話
す
。

そ
れ
故
に
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
乗
り
越
え
、
外
国
法
を
学
び

な
が
ら
自
国
に
適
し
た
法
律
を

つ
く
り
上
げ
て
、
世
界
有
数
の

経
済
大
国
と
な
っ
た
日
本
の
〝
プ

ロ
セ
ス
〞
そ
の
も
の
が
参
考
に

な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
法
律
家
一
人
一
人
が

比
較
法
学
の
視
点
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
点
が
、
途
上
国
に
注

目
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
理
由
と

な
っ
て
い
る
。「
歴
史
的
に
欧
米

の
法
律
を
学
ん
で
き
た
日
本
人

は
、
常
に
外
国
の
法
律
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
お
り
、
日
本
の
法
制

度
だ
け
が
正
し
い
の
で
は
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る
」。
実
際
に
途

上
国
側
か
ら
、「
日
本
に
学
べ
ば
、

日
本
の
法
律
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
法

制
度
ま
で
分
か
る
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
る
。

　
こ
う
し
た
日
本
の
経
験
を
生
か

し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
１
９
９
０
年
代

か
ら
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
々

の
法
整
備
に
協
力
し
て
き
た
。「
途

上
国
自
身
が
、
法
の
起
草
、
運
用
、

さ
ら
に
法
律
・
司
法
に
国
民
が
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
人
材
育
成
を
中
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近代的な法律を学ぶため、明治初
期、多くの日本人が渡欧した。フラ
ンス・ドイツ留学を経験している梅
謙次郎（中央）は、帰国後、民法の
起草作業の中心となった人物。そ
の功績が称えられ、現在は「民法
の父」と呼ばれている
（所蔵：法政大学大学史資料委員会）

伊藤博文らによって作成された憲法の草案
は、その後、各条の検討・推敲が行われ、明治
21年3月、伊藤博文が原案を枢密院に持参
し、鉛筆で修正部分を書き入れたといわれて
いる。写真は、「錦絵 枢密院会議之図」（下）と
手書きで修正された大日本帝国憲法
（所蔵：国立国会図書館）

世
界
的
に
珍
し
い

日
本
の
法
文
化 

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

尊
重
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

　JICAの法整備支援のアドバイザリーグループは、学者のほ
か、判事、検事、弁護士など、日本の法曹界の実務者も加わっ
て構成されています。法律には、これという“正解”がありません。
例えば民法一つ取っても分野が細分化しており、人によって解
釈もさまざまです。ですから法整備支援を行う上でも、一人の専
門家の意見だけでなく、多角的な視野を確保することがより重
要になってきます。
　私たちはあくまでも“選択肢”を提供する立場。途上国のオー
ナーシップを尊重し、彼ら自身の力でより良い形を導き出せるよ
う後方支援に徹します。どのプロジェクトでもお互い納得いくま
で議論を重ねますが、最終的に私たちと彼らの意見が融合し、
“第三の解決法”にたどり着いたときには、何ともいえない達成
感を感じます。
　日本も現在の法体系に至るまで、長年にわたる試行錯誤を
経ており、それは今も続いています。ですからその過程で培った
経験・ノウハウは、途上国が抱えている課題に還元できる部分
も多い。また逆に、途上国側との議論を通じて、私たちがこれま
であまり疑問視していなかったルールの根拠が意外と曖昧だっ
たりと、日本の法律（学）の弱点に気付かされたりもします。
　JICAの法整備支援の歴史はまだ十数年ですが、最近では
国内の学会で議題に挙がることもあり、確実に関心が高まって
います。実際、ベトナムやカンボジアでの民法支援の成果を、日
本で進行中の民法改正に生かしていこうという動きも出てきて
います。今後も途上国と日本、共に学び合いながら、より良い法
整備を追求していきたいと思っています。

共に学び合い、より良い法整備を

松尾 弘 教授

心
と
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
佐
藤
専
門
員
。
ま
た
支
援

に
当
た
っ
て
は
、
国
の
根
幹
を
成

す
法
律
を
つ
く
る
上
で
ど
の
よ
う

な
国
を
つ
く
り
た
い
の
か
と
い
っ

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
、
つ
ま

り
、
そ
の
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

が
特
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
彼
ら
の
自
主
性
を
最
大

限
尊
重
し
、
そ
の
国
の
実
情
に
合

っ
た
法
律
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。
日
本

伊
は
2
し
い
手
（

法
は
〝
選
択
肢
の
一
つ
〞
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
法
律
づ
く
り
は
、
ま
さ

に
共
同
作
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
」。

　
さ
ら
に
、
法
務
省
や
最
高
裁
判

所
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁

連
）、
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

法
曹
、
研
究
者
な
ど
法
律
の
専
門

家
・
実
務
家
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
現

地
に
派
遣
す
る
な
ど
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
も
日
本
の
特
徴
だ
。
ま
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
法
学
者
・

実
務
家
ら
で
構
成
さ
れ
る
「
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置

し
、
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
を
通
じ
て

日
本
国
内
か
ら
も
現
地
を
支
援
し

て
い
る
（
コ
ラ
ム
参
照
）。「
法
律

は
正
解
が
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
い
ろ
い
ろ
な
専

門
家
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
自
分

た
ち
に
合
っ
た
法
律
を
主
体
的
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
」。

　
途
上
国
で
の
法
整
備
支
援
―
。

し
か
し
、
決
し
て
私
た
ち
の
生
活

と
無
縁
で
は
な
い
。

　「
例
え
ば
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
の
新
興
国
で
市
場
経
済
化
を
支

え
る
法
律
や
制
度
が
整
備
さ
れ
る

と
、
日
本
な
ど
外
国
の
企
業
に
と

っ
て
活
動
し
や
す
く
な
る
と
い
う

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ネ
パ
ー
ル
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
な
ど
紛
争
か
ら
の
復
興

を
目
指
す
国
で
は
、
失
わ
れ
た
法

律
や
司
法
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と

で
、
暴
力
で
は
な
く
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
紛
争
を
解
決
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
平
和
が
定
着
し
て
い
く
。

こ
う
し
て
国
際
社
会
が
安
定
し
て

い
く
こ
と
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん

世
界
の
国
々
に
と
っ
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
」
と
佐
藤
専
門
員
は
話

す
。

　
法
づ
く
り
は
国
づ
く
り
。
一
つ

と
し
て
同
じ
国
は
な
い
中
で
、
そ

の
国
ら
し
い
法
律
を
共
に
考
え
、

共
に
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
先
に

は
、
人
々
が
平
和
に
暮
ら
せ
る
豊

か
な
社
会
が
広
が
っ
て
い
る
。

「日本近代法の礎」と呼ばれているフランス人法学者・
ボアソナード。明治6年、法律の近代化に必要な法学
教育と法典編纂を日本政府に要請され“お雇い外国
人”として来日。彼を中心にフランス民法をモデルとし
た民法の起草が進められたが、「西欧の法律をそのま
ま輸入すればよい」という発想を捨てた日本は、日本の
社会や文化、制度などに適した形へとカスタマイズして
いった（所蔵：法政大学大学史資料委員会）

ネパール民法改正支援アドバイザリー
グループ委員
ラオス民法アドバイザリーグループ委員

慶應義塾大学大学院 法務研究科　
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15
年
前
の
１
９
９
６
年
、
一
人
の
日

本
人
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
派
遣
さ
れ
た
。
武

藤
司
郎
弁
護
士
。
開
発
途
上
国
の
法
整

備
支
援
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
だ
。

　
そ
の
こ
ろ
の
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ド
イ
モ

イ
政
策
が
開
始
さ
れ
て
約
10
年
。
計
画

経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
移
り
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、
人
々
の
間
で
は
経
済
活
動
に

関
す
る
取
引
が
活
発
化
し
て
い
た
。
し

か
し
、市
場
経
済
に
対
応
し
た
民
事
法
、

商
事
法
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
場
経
済
化
に
対
応
し
た
法

律
づ
く
り
を
、
ベ
ト
ナ
ム
は
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
武
藤
弁
護
士
は
、
数
あ
る
日
本
の
法

律
を
ベ
ト
ナ
ム
の
司
法
省
職
員
に
紹
介

し
、
法
律
を
つ
く
る
支
援
を
行
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
現
在
ま
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
の
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・

ト
ゥ
・
ハ
ー
さ
ん
は
、「
武
藤
弁
護
士

に
出
会
う
ま
で
、
法
律
ど
こ
ろ
か
弁
護

士
の
仕
事
さ
え
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
そ
う
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。
何

か
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
時
に
、
弁
護

士
に
相
談
し
法
律
に
従
っ
て
裁
判
で
解

決
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
だ
ま
だ

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
後
、
20
人
を
超
え
る
検
事
、
裁

判
官
、
弁
護
士
、
業
務
調
整
員
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
現
在

も
４
人
の
専
門
家
が
現
地
で
活
動
し
て

い
る
。
業
務
調
整
員
の
山
本
泉
専
門
家

は
、「
２
０
０
０
年
代
は
、
と
り
わ
け

市
場
経
済
化
が
急
速
に
進
ん
だ
」
と
話

す
。そ
し
て
07
年
ま
で
の
約
10
年
間
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
民
法
や
民
事
訴
訟
法
、
破

産
法
な
ど
、
数
々
の
法
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
。
法
律
実
務
家
を
育
成
す
る
研
修

所
・
国
家
司
法
学
院
で
使
用
す
る
教
材

の
作
成
も
積
極
的
に
続
け
て
き
た
。
さ

ら
に
07
年
に
始
ま
っ
た
「
法
・
司
法
制

度
改
革
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

司
法
省
、
最
高
人
民
裁
判
所
、
最
高
人

民
検
察
院
、
ベ
ト
ナ
ム
弁
護
士
連
合
会

と
と
も
に
、〝
公
平
で
説
得
力
あ
る
、

透
明
性
の
高
い
〞
裁
判
の
実
現
を
目
指

し
、
法
律
づ
く
り
の
支
援
、
裁
判
官
、

検
察
官
、
弁
護
士
な
ど
の
法
曹
や
執
行

官
と
い
っ
た
法
律
関
連
職
員
の
能
力
向

上
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
民
法
―
。
そ
れ
は
、
人
々
が
社
会
生

活
を
送
る
上
で
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
。

　
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
民
法
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
支
援
を
受
け
て
05
年
に
改
正
さ
れ

た
が
、
市
場
経
済
の
発
展
に
さ
ら
に
対

応
し
た
ル
ー
ル
と
す
べ
く
、
再
び
改
正

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
改
正
作
業
で
重
視
さ
れ

て
い
る
の
が
、
日
本
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
他
国
の
民
法
と
の
比
較
検
討

だ
。

　
首
都
ハ
ノ
イ
の
中
心
地
に
あ
る
司
法

ド
イ
モ
イ
―
市
場
経
済
の
導
入

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
法
整
備

「
押
し
付
け
」で
は
な
く

「
対
話
」し
な
が
ら
つ
く
る

フランス植民地時代に建てられた「ハノイ市裁判所」の
法廷。中央には裁判官と、国民の代表である人民参審
員、左右には検察官、弁護士、書記官が座る。ベトナム
では公平で透明な裁判を行うためにJICAの支援が続く

世界有数の経済大国に至る過程で、
日本はどのように法整備を進めたのか―。

それを知りたいというベトナム側の要請を受けて始まったJICAの法整備支援。
あれから15年。

現在、“グッドガバナンス”の実現に向けて、
法・司法制度改革が続けられている同国を訪ねた。

市場経済に対応した
公平で透明な法・司法制度を 

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

ベトナム

from VIET NAM
「法・司法制度改革支援プロジェクト」のチーフアドバイザーの
西岡専門家は検事の実務経験に加え、日本の法務省法務
総合研究所国際協力部で教官を務めていた

「自国の民法改正に貢献できたことがうれしい」とプロジェクト
スタッフのグェン・ティ・トゥ・ハーさん（左）。現地の事情に精通
している業務調整の山本専門家（右）は、法律の専門家たち
をバックアップする

市場経済化が進み、活気があふれる首都ハノイ。
バイクや自動車の数に圧倒される

イエンバイハノイ
バクニン省

文・写真＝谷本美加（写真家）
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省
。
こ
こ
に
、
日
本
民
法
を
ベ
ト
ナ
ム

語
訳
し
た
も
の
を
手
垢
が
つ
く
ほ
ど
熟

読
し
て
い
る
人
が
い
る
。
司
法
省
民
事

経
済
法
局
の
グ
ェ
ン
・
ホ
ン
・
ハ
イ
民

法
部
長
だ
。「
単
に
日
本
の
法
律
を
押

し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
と
の

対
話
を
重
視
し
、
そ
の
中
で
比
較
検
討

を
繰
り
返
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
的
・

文
化
的
背
景
を
尊
重
し
た
法
律
づ
く
り

を
支
援
し
た
い
」
と
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
検
事
の
西
岡
剛
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ

ム
人
の
グ
ェ
ン
部
長
が
日
本
の
社
会
や

文
化
背
景
を
踏
ま
え
て
つ
く
ら
れ
た
民

法
を
理
解
す
る
に
は
、
多
く
の
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
西
岡

専
門
家
、弁
護
士
の
小
幡
葉
子
専
門
家
、

裁
判
官
の
西
村
修
専
門
家
、
山
本
専
門

家
の
４
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
と
っ

て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
特
有
の
民
法
を
理
解

し
た
上
で
の
作
業
は
決
し
て
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
法
律
を
つ
く
る
支
援
は
、

国
の
統
治
に
か
か
わ
る
重
大
な
作
業
。

ベ
ト
ナ
ム
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
４
人

の
専
門
家
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
会
議
を
活

用
し
、
日
本
の
法
学
者
で
あ
る
森
嶌
昭

夫
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
か
ら

助
言
を
得
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
旧
正
月
が
明
け
た
ば
か
り
の
２
月
。

司
法
省
の
会
議
室
で
開
か
れ
た
民
法
ワ

ー
キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
ェ
ン

部
長
ら
民
事
経
済
法
局
職
員
14
人
と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
よ
っ
て
、
民
法
改

正
案
の
検
討
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
日

本
の
法
学
者
か
ら
得
た
助
言
を
も
と

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
意
見
を
述
べ

る
と
、
司
法
省
職
員
た
ち
が
ノ
ー
ト
に

び
っ
し
り
と
書
き
留
め
る
。

　
と
は
い
え
、
日
本
の
民
法
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
両
国

の
民
法
を
比
較
し
、
時
に
は
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
な
ど
他
の
国
の
法
律
と
も
照

ら
し
合
わ
せ
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
自
国
の

社
会
事
情
に
合
わ
せ
て
一
文
一
文
綴
っ

て
い
く
。
ま
さ
に
手
作
業
。
こ
の
よ
う

な
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
月
一

回
程
度
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
両
国
の
法
律
の
比
較
検
討
を
何
度

も
重
ね
る
と
い
う
支
援
は
、
日
本
独
特

の
も
の
。
ベ
ト
ナ
ム
の
法
律
を
理
解
し

て
い
る
専
門
家
が
い
つ
も
そ
ば
に
い

て
、
改
正
案
の
完
成
ま
で
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
活
動
が
長
期
間
続
い
て
い

る
た
め
、
司
法
省
で
は
と
て
も
評
価
が

高
い
」
と
国
際
協
力
局
の
デ
ィ
ン
・
テ

ィ
・
ビ
ッ
ク
・
ゴ
ッ
ク
課
長
。
こ
の
地

道
な
共
同
作
業
こ
そ
、
法
律
づ
く
り
の

能
力
を
向
上
さ
せ
る
上
で
大
事
な
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
民
法
改
正
の
支
援
が
進
む
一
方
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
新
し
い
法
律
を
つ
く
る
支

援
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
国

家
賠
償
法
。
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ

り
損
害
を
受
け
た
者
が
請
求
で
き
る
、

国
や
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て

定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
だ
。
４
年
も
の

月
日
を
か
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
原
案
づ
く

り
を
支
援
し
、
09
年
６
月
に
制
定
。
２

０
１
０
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
も
の

の
、
複
雑
な
損
害
賠
償
手
続
き
を
運
用

す
る
に
当
た
っ
て
、
現
場
の
司
法
関
係

者
や
公
務
員
が
法
律
の
内
容
を
正
確
に

理
解
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
法
律
の
適
正
な
運
用
に
向
け
、

現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
て
ベ
ト

ナ
ム
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
の
が
、「
国

家
賠
償
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」。

こ
の
日
、
ハ
ノ
イ
の
北
東
に
位
置
す
る

イ
エ
ン
バ
イ
と
い
う
町
の
ホ
テ
ル
の
会

場
に
は
、
北
部
山
岳
地
方
12
省
の
司
法

局
局
長
や
職
員
な
ど
約
80
人
の
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。

　
イ
エ
ン
バ
イ
で
は
、
大
規
模
な
橋
の

建
設
に
よ
っ
て
住
宅
地
の
土
台
が
崩
れ

た
こ
と
な
ど
、
国
家
賠
償
法
に
関
す
る

訴
訟
が
発
生
し
て
い
る
が
、
件
数
で
い

え
ば
こ
の
１
年
間
で
わ
ず
か
２
件
。
参

加
者
か
ら
は
、「
新
し
い
法
律
な
の
で
、

こ
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
難
し
さ
さ

え
分
か
ら
な
い
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
、

地
方
の
司
法
局
職
員
の
理
解
は
浅
い
の

が
実
情
だ
。

　
原
案
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
司
法
省
民

事
経
済
法
局
グ
ェ
ン
・
タ
イ
ン
・
テ
ィ

ン
副
局
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
ベ
ト
ナ

ム
は
、
国
民
が
国
に
賠
償
を
要
求
し
た

く
て
も
、
そ
の
制
度
が
整
っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
れ
で
は
国
際
社
会
か
ら
も
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
１
９
４
７

年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
か
ら
、
経

験
豊
富
な
日
本
の
専
門
家
に
よ
る
解
説

が
、
こ
の
法
律
の
本
格
的
な
運
用
に
役

立
つ
で
し
ょ
う
」
と
、
今
後
の
支
援
に

期
待
し
て
い
る
。

　
西
岡
専
門
家
も
、「
新
し
い
法
律
が

で
き
て
も
、
正
し
く
運
用
さ
れ
な
く
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
よ
う

に
、
地
方
の
職
員
が
、
法
律
を
つ
く
っ

た
司
法
省
の
職
員
に
直
接
質
問
で
き
る

機
会
を
持
て
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
」
と
話
す
。
国
家
賠
償
法
の
運
用
を

支
援
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
権
利
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

新
法
を

い
か
に
運
用
す
る
か

計画経済時代の名残があるベトナムの民法。日本の民法（下）と
比較しながら検討作業を繰り返す

JICA専門家の意見を聞きながら、日本の民法を再確認する司法省民事経済
法局グェン・ホン・ハイ民法部長。法整備支援では、民法ワーキングセッション
のように長期専門家が助言する活動のほか、短期専門家によるセミナーや日
本での研修なども行われる

早朝のイエンバイ。通勤や通学をする人に交じって、市場へ野菜や肉を運ぶバイクや自転車が目に付く

ベトナム中部や南部に続き、北部のイエンバイで開催された「国家賠償法トレーニングコース」

「日本で長年実務を積んだ司法関係
者が派遣されるのは、日本政府がプロ
ジェクトを重視している証拠」と法司法
省国際協力局ディン・ティ・ビック・ゴッ
ク課長

「国家賠償法トレーニングコース」で
日本の制度について解説する、弁護
士の小幡専門家

「JICAの支援によって、国家賠償法の重要性をより認識でき
た」と話す司法省民事経済法局のグェン・タイン・ティン副局長
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　〝
今
〞
の
ベ
ト
ナ
ム
に
合
っ
た
法
律

を
つ
く
る
と
と
も
に
、「
国
民
が
司
法

に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
と
い
う
課
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
す

の
は
、
最
高
人
民
裁
判
所
の
ゴ
・
ク
オ

ン
国
際
協
力
局
長
だ
。「
司
法
に
ア
ク

セ
ス
し
に
く
い
」
と
は
、
一
般
の
人
に

と
っ
て
「
裁
判
所
が
利
用
し
に
く
い
」

「
法
律
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い
う
こ

と
。
西
村
専
門
家
は
、「
社
会
的
な
弱

者
を
助
け
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
裁
判

を
し
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
す
る
。

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

国家司法学院で使われている「民事事件解決マニュアル」など多くのテキストが
JICAの支援で作られた

誰
で
も
司
法
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を

「ベトナムが南北に分断されてい
た時代は法文書も少なかったが、
その後、法の制定や改正が続い
ている」と最高人民裁判所ゴ・ク
オン国際協力局長

　
特
に
中
央
と
地
方
で
は
、
裁
判
官
や

検
察
官
の
能
力
の
差
が
深
刻
で
あ
り
、

全
国
で
統
一
的
な
法
の
適
用
を
果
た
す

に
は
、
こ
の
差
を
な
く
す
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ハ
ノ
イ
の

東
に
隣
接
す
る
バ
ク
ニ
ン
省
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
エ
リ
ア
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

始
。
裁
判
所
と
検
察
院
で
は
、
裁
判
官

が
よ
り
適
切
な
訴
訟
手
続
き
を
行
え
る

よ
う
、
ま
た
検
察
官
が
裁
判
で
よ
り
適

切
な
刑
事
訴
追
を
行
え
る
よ
う
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
続
け
ら
れ
た
。
最
高
人

民
検
察
院
検
察
理
論
研
究
所
の
ヴ
ュ
・

ヴ
ァ
ン
・
モ
ッ
ク
副
所
長
は
、「
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
バ
ク
ニ

ン
省
の
検
察
官
が
つ
く
る
起
訴
状
の
内

容
が
改
善
さ
れ
る
な
ど
能
力
は
確
実
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
６
０
０

ペ
ー
ジ
以
上
も
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

報
告
書
を
全
国
各
省
の
検
察
院
に
配

り
、
バ
ク
ニ
ン
省
で
の
経
験
を
広
く
伝

え
る
予
定
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
こ
う
し
た
法
曹
人
材
の
育
成
は
、
時

に
舞
台
を
日
本
に
移
し
て
も
行
わ
れ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
弁
護
士
連
合
会
の
リ
ュ

ー
・
テ
ィ
エ
ン
・
ズ
ン
国
際
協
力
委
員

会
委
員
長
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で
訪

日
し
た
一
人
。「
弁
護
士
の
数
を
増
や

し
つ
つ
も
質
を
落
と
さ
な
い
日
本
弁
護

士
連
合
会
の
努
力
に
感
銘
を
受
け
た
」

と
話
す
。「
信
頼
感
が
あ
っ
て
こ
そ
の

裁
判
所
や
司
法
制
度
。
司
法
に
か
か
わ

る
人
々
の
能
力
を
上
げ
て
、
信
頼
や
期

待
を
持
た
れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
小
幡

専
門
家
が
言
う
よ
う
に
、
時
間
を
か
け

て
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
、
法
・
司
法

制
度
改
革
支
援
で
は
と
り
わ
け
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　
４
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
こ
う
口

を
そ
ろ
え
る
。「
法
律
が
で
き
れ
ば
い

い
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

人
材
育
成
や
司
法
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

環
境
整
備
も
重
要
な
の
だ
。
そ
う
な
っ

て
初
め
て
、
問
題
を
〝
力
〞
で
は
な
く

〝
法
〞
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
誰「なるべく多くの人の話を聞き、情

報を集め、妥当な判決を下したい
という基本的な考えは両国とも同
じ」と言う裁判官の西村専門家

最高人民検察院検察理論研究
所で、10年以上JICAの支援の
コーディネーターを務めている
ヴュ・ヴァン・モック副所長

フレンチコロニアル様式の建築が特徴
の最高人民裁判所

中国

from CHINA

　これまで中国に進出している外国の現地法人は、地元
企業を買収する際に剰余金※の50％までしか使えないと
いうルールがありました。これは事実上、金額的な制限で
買収できないのと同じ。しかし改正会社法がこのルールを
撤廃したことは、中国でのビジネス展開の障害の一つが
なくなったと言えます。
　他方、電子商取引（ｅコマース）においては不法行為
法の効果が顕著に出ています。プロバイダーの連帯責任
が明確にされたことで、例えば中国最大のオンラインショ
ッピングサイトにおいて偽ブランド商品があれば強制的に
シャットダウンされるようになりました。
　民事訴訟については、硬直的すぎる点など法律自体の
改善も必要であるほか、裁判官の教育の改善が非常に
重要です。現状、中国の裁判は直接証拠ありきですが、
日本の裁判官は間接証拠を積み上げて事実を認定する
能力に優れており、世界的にも評価されています。
　この観点からも、現在JICAが行っている裁判官の教
育の改善に関する支援は、まさに日本の強みを生かした
支援であるといえ、民事訴訟法の円滑な運用を図る上で
も、非常に意味があると思っています。

※企業の純資産のうち、資本金と資本準備金を控除した額。会社のもうけの蓄積
　などを指し、株主に分配可能な額を算定する基礎となる。

　中国でビジネスを展開する日系企業は、貿易や税務の手
続きなど、さまざまな課題に直面しています。特に2010年
は、賃金の上昇や労使紛争が勃発したことを受けて、これま
でになく労務問題が重視された年でした。
　このような状況を受け、今まさに日系企業が改善を求め
ているのは、流通、省エネ、環境、イノベーション、知的財産
権といった分野で必要とされる細かな制度、また、地域や担
当者ごとに大きく異なる法解釈の統一。つまり、「法制度」
の「構築」から「運用」へ、移っているといえるでしょう。
　今後JICAはこうした課題に対して、日本や欧米の事例
や教訓を存分に生かし、法制度の「改善」に積極的に助言
していくべきです。その中で、私たちジェトロ（日本貿易振興
機構）や中国日本商会（北京の日系企業団体）が日本企業
の関係者から日々の業務を通じて感じる法制度の問題点
や改善案などを集めて、JICAや大使館と協力して中国政
府に提案していくことも有益ではないかと考えています。現
在作成中の「中国経済と日本企業2012年白書」のワーキ
ンググループにJICAにも入ってもらい、どのような法整備支
援ができるかなどの助言が得られれば、より実践的で説得
力のある内容にできると考えています。

江口 拓哉氏
森・濱田松本法律事務所 
北京首席代表

清水 顕司氏

ジェトロ北京センター
経済信息部長

市場経済への移行に伴い新興企業が次 と々台頭するなど、
著しい経済成長を遂げる中国で、2004年から本格的な法整備支援を行ってきたＪＩＣＡ。

これまでに、改正会社法（05年制定）、独占禁止法（07年制定）、不法行為法（09年制定）などの起草を支援。
民事訴訟法の改正支援や日本の裁判官養成制度の紹介などにも取り組んでいる。

多数の日系企業が進出するこの国で、JICAの法整備支援が企業活動に与える影響、
今後の可能性について、現地の2人の日本人に聞いた。

ビジネス環境の改善のために

独占禁止法のセミナー。15年にわたる
議論を経て制定されたこの法律は、市場
の支配的地位の濫用や、競争を制限ま
たは排除する可能性のある企業結合の
防止などが目的

も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
し
な
が
ら
法
律
を
つ
く
り
、
人

材
を
育
て
、
司
法
制
度
を
整
え
て
き
た

日
本
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
、

ベ
ト
ナ
ム
で
息
の
長
い
支
援
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
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JICAの支援によって成立した民法を
より浸透させるために、フェーズ3で出
版された解説書を現地の大学関係者
に手渡すJICAカンボジア事務所の
小林雪治次長（左）

　
　
　
　
　
　
　

　
２
月
初
旬
、
東
京
・
幡
ヶ
谷
に
あ
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

の
一
室
。ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
図
を
書

き
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
の
は
、
日
本

の
法
曹
界
で
長
年
の
経
験
を
有
す
る

実
務
家
と
法
学
者
た
ち
だ
。

　
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
今
ま
さ
に
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
起
草
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
不
動

産
登
記
関
連
の
共
同
省
令
」。約
10
日

間
、
研
修
の
た
め
に
来
日
し
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
司
法
省
と
国
土
管
理
都
市
計
画

建
設
省（
以
下
、
国
土
省
）の
職
員
た
ち

が
、
熱
心
に
質
問
を
投
げ
掛
け
て
い

る
。

　
１
９
７
０
年
代
後
半
、
ポ
ル
・
ポ
ト

ポ
ル・ポ
ト
政
権
時
代
の

負
の
遺
産

う
日
本
独
自
の
方
法
―
。

　「
日
本
に
学
び
な
が
ら
国
の
法
整
備

を
強
化
し
て
い
き
た
い
」。そ
ん
な
思

い
が
強
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
99
年
、「
法
制

度
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

１
）」
を
開
始
。数
あ
る
基
本
法
の
中
で

も
、
人
々
の
暮
ら
し
や
権
利
を
守
る

「
民
法
」「
民
事
訴
訟
法
」
の
整
備
に
取

り
か
か
っ
た
。ま
ず
は
、
日
本
有
数
の

学
者
や
ベ
テ
ラ
ン
の
実
務
家
に
よ
る

日
本
側
の
作
業
部
会
が
、
現
地
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
と
協
働
で
、
既
存
の
法
規

範
や
現
地
の
慣
習
も
調
査
し
た
上
で

法
案
を
起
草
。こ
れ
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
側

と
一
条
一
条
、
協
議
・
検
討
し
、
２
０

０
3
年
に
は
草
案
が
完
成
し
た
。

　
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
法
律
は
起
草
し

て
終
わ
り
で
は
な
い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
フ

ェ
ー
ズ
２
と
し
て
、
国
会
で
法
案
を
通

過
さ
せ
る
た
め
の
法
案
説
明
や
修
正

対
応
な
ど
の
支
援
を
継
続
。そ
の
成
果

が
実
り
、
07
年
ま
で
に
民
法
、
民
事
訴

訟
法
の
２
つ
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
現
在
進
行
中
の
フ
ェ
ー
ズ
３
で
は
、

こ
れ
ら
２
つ
の
法
律
を
適
切
に
運
用

す
る
た
め
に
付
属
法
令
の
整
備
を
支

援
。司
法
省
と
と
も
に
起
草
作
業
を
進

め
て
い
る
。

　
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
の
目
玉
は
、
草
案
の

作
成
主
体
を
、「
日
本
側
」か
ら「
カ
ン

ボ
ジ
ア
側
」に
移
し
た
こ
と
。「
最
初
か

ら
個
別
の
条
文
を
作
成
す
る
の
は
難

し
い
。ま
ず
は
法
令
の
枠
組
み
や
構
成

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
に
省
令
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
元
に
一
緒

に
議
論
を
し
て
い
ま
す
」
と
弁
護
士
の

原
田
政
佳
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。「
よ
り

良
い
法
律
を
つ
く
り
た
い
」。カ
ン
ボ

ジ
ア
側
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
思
い
を

一
つ
に
し
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
起
草

作
業
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
今
回
、
日
本
で
研
修
が
行
わ
れ
た

「
不
動
産
登
記
関
連
の
共
同
省
令
」
も

付
属
法
令
の
一
つ
。「
日
本
人
は
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て
法

律
は
あ
っ
て
当
た
り
前
。で
も
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
は
そ
れ
が
な
い
の
で
す
」
と

司
法
書
士
の
金
武
絵
美
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
。す
で
に
成
立
し
て
い
る
民
法

で
定
め
ら
れ
た
「
財
産
権
」
を
守
る
た

め
に
は
、
土
地
所
有
権
を
登
記
す
る
制

度
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
整
備
が
必
要
な
も

の
が
あ
る
の
だ
。

　
さ
ら
に
今
回
の
研
修
中
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
不
動
産
登
記
制
度
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
不

動
産
登
記
簿
の
〝
バ
イ
ン
ダ
ー
方
式
〞

に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。「
日
本
も
か
つ

て
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
土
地
登
記
簿
は
〝
本
〞。１
ペ
ー
ジ

に
一
つ
の
土
地
情
報
を
記
入
す
る
の

で
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

う
。そ
の
都
度
、
ペ
ー
ジ
が
飛
ぶ
の
で

情
報
が
ば
ら
ば
ら
で
す
。バ
イ
ン
ダ
ー

方
式
に
す
れ
ば
新
し

い
ペ
ー
ジ
を
差
し
込

む
こ
と
が
で
き
、
見

や
す
い
し
、
分
か
り

や
す
く
な
る
」
と
金

武
専
門
家
。ま
だ
そ

れ
ほ
ど
不
動
産
登
記

の
件
数
は
多
く
な
い

が
、
民
法
が
適
用
さ

れ
る
と
登
記
申
請
が

増
え
る
可
能
性
が
高

く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
新
し
い
制
度
を

模
索
し
て
い
た
。東

京
法
務
局
で
バ
イ
ン

ダ
ー
方
式
の
登
記
簿

を
目
に
し
、
司
法
省

や
国
土
省
の
職
員
も

そ
の
有
用
性
を
確
信

し
た
よ
う
だ
。

　「
日
本
の
よ
う
な

法
体
系
に
至
る
ま
で

の
道
の
り
は
長
い
。で
も
私
た
ち
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
成

長
し
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
彼
ら
に
学

び
な
が
ら
、
国
の
復
興
の
た
め
に
力
を

注
ぎ
た
い
。私
た
ち
が
死
ん
で
も
法
律

は
残
る
の
で
す
か
ら
」と
、民
法
、民
事

訴
訟
法
の
起
草
に
も
携
わ
っ
て
き
た
司

法
省
の
チ
ャ
ン
・
ソ
テ
ィ
ア
ヴ
ィ
次
官

は
意
欲
を
燃
や
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
す
べ
て
の
人
が
、
平

和
の
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
―
。

確
立
さ
れ
た
法
体
系
の
も
と
に
、
そ
ん

な
日
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
う
。

寝
る
間
も
惜
し
ん
で

日
本
に
学
ぶ

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

復
興
へ
の
道
筋
を
切
り
開
く
た
め
に

カ ン ボ ジ ア

from CAMBODIA

カンボジア司法省。JICAの支援により、確実に人材が育っている

現地では定期的に関係者らがミーティングを開催。
カンボジア側の条文案をスライドに映しながら、一語
一語、慎重に検討が進められている

政
権
時
代
に
知
識
人
が
大
量
虐
殺
さ

れ
、
国
内
か
ら〝
法
律
家
〞が
一
気
に
消

え
て
し
ま
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
。法
律
関

係
の
文
献
も
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
、
内

戦
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
法
律
関
係

の
人
も
モ
ノ
も
〝
ゼ
ロ
〞
に
近
い
状
態

に
―
。ま
ず
は
国
連
が
か
じ
を
取
り
、

憲
法
の
制
定
が
進
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
90
年
代
に
入
っ
て
も
、
整

備
す
べ
き
法
律
や
制
度
は
ま
だ
ま

だ
山
積
み
の
状
態
。そ
ん
な

時
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
司
法
省
大

臣
は
、
隣
国
ベ
ト
ナ
ム
で

行
わ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
法
整
備
支
援
の
評
判
を

耳
に
す
る
。

　
そ
れ
は
、
援
助
国
の
〝
押
し

付
け
〞
で
は
な
く
、
途
上
国
と

〝
協
調
〞
し
て
起
草
を
行
う
と
い

ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代
の
混
乱
と
そ
の
後
の
内
乱
に
よ
り
、
法
律
そ
の
も
の
も
、
法
曹
人
材
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
。

復
興
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
を
築
く
べ
く
、
J
I
C
A
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
法
整
備
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

2月上旬に日本で行われた「不動産登記」の研修では、東京法務局や日本司法
書士会連合会なども訪問。司法省のチャン・ソティアヴィ次官（写真上・左）と国
土省のリム・ボアン顧問（写真上・右）は「日本の丁寧な法制度に見習いたい」と
刺激を受けていた

プノンペン
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世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を
望

み
、
美
し
い
自
然
あ
ふ
れ
る
国
ネ
パ
ー

ル
。北
部
に
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
は
、

世
界
中
の
登
山
愛
好
家
た
ち
に
と
っ

て
、
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
あ
こ
が
れ

の
地
で
も
あ
る
。
２
０
１
１
年
は
「
ネ

パ
ー
ル
観
光
年
」。
国
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
ん
な
ネ
パ
ー
ル
も
、
数
年

前
ま
で
は
、
内
戦
の
地
と
化
し
て
い

た
。
民
主
化
を
求
め
る
人
民
運
動
が

勃
発
し
た
の
は
１
９
９
０
年
代
初
頭

の
こ
と
。
96
年
に
は
政
府
と
反
政
府

勢
力
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産

党
毛
沢
東
主
義
派
）
の
武
装
闘
争
に

発
展
。
毎
日
の
よ
う
に
各
地
で
激
し

い
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
約
１
万

３
０
０
０
人
も
の
命
が
失
わ
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ

り
、
06
年
に
包
括
的
和
平
合
意
を
締

結
。
つ
い
に
、
10
年
に
わ
た
る
内
戦

に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
そ
し
て
08

年
４
月
に
は
国
内
初
の
制
憲
議
会
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
翌
月
に
制
憲
議
会

が
成
立
。
約
２
４
０
年
に
わ
た
る
王

政
の
時
代
に
終
わ
り
を
告
げ
、
つ
い

に「
連
邦
民
主
共
和
国
」が
誕
生
し
た
。

　
そ
ん
な
ネ
パ
ー
ル
の
新
た
な
国
づ

く
り
を
、
国
際
社
会
も
一
体
と
な
っ

て
支
援
し
て
い
る
。
07
年
に
は
国
連

ネ
パ
ー
ル
政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｕ
Ｎ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
）
が
発
足
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
ネ
パ

ー
ル
の
民
主
化
を
後
押
し
す
べ
く
、

「
地
方
の
貧
困
削
減
」「
民
主
化
・
平

和
構
築
」「
社
会
・
経
済
基
盤
整
備
」

を
三
本
柱
に
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
民
主
化
・
平
和
構
築

支
援
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
「
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」。「
紛
争
に
逆
戻
り
し
な

い
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
を
包

括
的
に
支
援
し
て
い
る
。

　
民
主
化
の
主
体
と
な
る
〝
国
民
〞

を
支
え
る
「
民
法
の
起
草
・
立
法
化

支
援
」が
そ
の
一
つ
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
、

制
憲
議
会
が
新
憲
法
の
制
定
を
進
め

る
中
で
、
民
事
・
刑
事
分
野
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
は
１
５
０
年
前
に
作
ら

れ
た
国
家
法
典
「
ム
ル
キ
ア
イ
ン
法

典
」
に
従
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
法
典
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
弊
害
が
あ
っ
た
。
ま
ず
一
つ
に
、

改
正
を
重
ね
て
は
い
る
と
は
い
え
、

現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
倫
理
規

定
的
な
要
素
が
強
く
、
法
律
の
規
定

に
違
反
し
た
場
合
に
ど
う
な
る
か
が

明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
裁

判
の
基
準
と
し
て
も
使
い
に
く
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
新
憲
法
で

定
め
ら
れ
る
〝
国
民
の
権
利
〞
も
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

政
府
は
「
ム
ル
キ
ア
イ
ン
法
典
」
を

改
正
・
分
離
す
る
形
で
、
民
事
、
刑

事
両
分
野
で
の
抜
本
的
な
法
改
正
を

計
画
し
て
い
た
の
だ
。

　
国
際
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
沿

い
な
が
ら
、
ネ
パ
ー
ル
の
伝
統
と
社

会
の
現
状
に
も
調
和
し
た
法
律
を
つ

く
り
た
い
―
。
そ
ん
な
人
々
の
願
い

を
叶
え
る
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
民
法
」

の
起
草
支
援
を
開
始
。
首
相
に
任
命

さ
れ
た
法
曹
関
係
者
で
結
成
さ
れ
た

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
条
文
を
作
成
し
、

日
本
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ

と
テ
レ
ビ
会
議
や
現
地
セ
ミ
ナ
ー
、

日
本
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
慎

重
に
協
議
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
、
ネ
パ
ー
ル
最
高
裁
判
所
の

キ
ル
・
ラ
ジ
・
レ
グ
ミ
判
事
は
、「
民

主
化
を
実
現
す
る
に
は
、
女
性
差
別

の
撤
廃
、
土
地
を
め
ぐ
る
紛
争
解
決
、

契
約
関
係
な
ど
、
新
し
く
検
討
す
べ

き
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

日
本
が
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
自

国
の
法
律
を
変
え
て
き
た
経
験
を
学

び
た
か
っ
た
」
と
話
す
。
民
法
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
新
た
に
つ
く
り
直

す
こ
と
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
。

し
か
し
「
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
は
法
律

家
と
し
て
の
能
力
も
意
識
も
高
く
、

私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
」

と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
委
員

長
の
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
の
松
尾
弘
教
授
は
評
価
す
る
。

　
4
回
に
わ
た
る
地
方
の
法
曹
関
係

者
と
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経

て
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
昨
年
３
月
、

最
高
裁
判
所
・
地
方
裁
判
所
の
裁
判

官
、
検
察
官
、
司
法
省
職
員
、
弁
護

士
会
、
大
学
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
、
民
法
の
第
一
草
案

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

た
。
家
族
法
、
財
産
法
、
契
約
法
の

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、「
家
族
法

に
は
男
女
平
等
に
関
す
る
新
し
い
規

２
４
０
年
の
王
政
に
終
止
符

新
た
な
国
づ
く
り
へ

国
民
の
た
め
の
民
法
へ

起
草
・立
法
化
に
協
力

1
9
9
0
年
代
半
ば
か
ら
、10
年
以
上
に
わ
た
る
激
し
い
内
戦
を
経
験
し
た
ネ
パ
ー
ル
。

包
括
的
和
平
合
意
締
結
後
、国
を
挙
げ
て
歩
み
始
め
た
民
主
化
へ
の
道
を
切
り
開
く
た
め
、

J
I
C
A
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援
を
強
化
し
て
い
る
。

紛
争
に
逆
戻
り
し
な
い

民
主
国
家
の
実
現
を

ネ パ ー ル

from NEPAL

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

メディア支援の合同調整委員会において、情報通信省、ラジオネパール、
JICA専門家などの関係者間で熱い議論が交わされた

協議の内容がリアルタイムで共有されるよう、ネパールとテレビ会議でつないで行われる
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定
が
盛
り
込
ま
れ
、
時
に
は
激
論
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
女
性
が

堂
々
と
、
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た

こ
と
も
印
象
的
で
し
た
」
と
松
尾
教

授
は
振
り
返
る
。

　
支
援
開
始
か
ら
約
２
年
、
昨
年
８

月
に
は
民
法
草
案
が
完
成
。
内
閣
で

の
審
議
を
経
て
、
今
年
２
月
に
制
憲

議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
今
後
は
、
新

憲
法
に
関
す
る
議
論
を
見
据
え
、
制

憲
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
く
予
定
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
法
律
家

と
市
民
が
こ
の
法
律
を
正
し
く
理
解

し
、
国
民
の
生
活
を
守
る
基
本
的
な

ル
ー
ル
と
し
て
社
会
に
定
着
す
る
よ

う
、
民
法
の
解
説
書
づ
く
り
な
ど
の

支
援
を
検
討
中
だ
。

　「
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
は
、
民
法
支
援
の
ほ
か
に
も
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
メ
デ
ィ
ア
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
調
停
へ
の
支
援
が
進

行
中
だ
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
テ
レ
ビ
が
都
市
部

に
し
か
普
及
し
て
お
ら
ず
、
地
方
で

は
新
聞
や
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
が
国
民
の

主
な
情
報
源
。
し
か
し
、
情
報
通
信

省
の
審
査
・
登
録
の
方
針
が
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
３
０
０
近
い
放
送
局

が
乱
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
特

定
の
政
治
勢
力
が
放
送
局
の
報
道
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
り
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
迫
害
が
起
こ

っ
た
り
と
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
昨
年
11
月
よ
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
能
力
強
化
、
放

送
法
や
電
波
法
な
ど
の
関
連
法
の
見

直
し
、
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
唯
一
の

放
送
局
で
あ
る
国
営
ラ
ジ
オ
ネ
パ
ー

ル
の
組
織
強
化
な
ど
に
着
手
。
民
主

化
と
い
う
、
重
要
な
政
治
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る
国
民
へ
の
公
正
な
情
報
提

供
、
健
全
な
メ
デ
ィ
ア
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
戦
終
了
後
の
政
治
社
会

的
混
乱
の
中
で
、
国
内
で
は
い
ま
だ

地
方
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ

ベ
ル
の
争
議
が
絶
え
な
い
。
そ
れ
が

引
き
金
と
な
っ
て
、
大
規
模
な
紛
争

を
も
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
と
い
う
。

そ
こ
で
政
府
は
、
司
法
に
ア
ク
セ
ス

に
し
く
い
地
方
部
に
暫
定
的
・
代
替

的
な
争
議
解
決
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
調
停
人

制
度
」
を
導
入
。
昨
年
１
月
か
ら
、
J

I
C
A
と
政
府
、
現
地
N
G
O
と
協
働

で
、
中
部
の
山
岳
部
・
平
野
部
に
あ

る
２
つ
の
郡
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に

設
定
し
、
地
域
の
安
定
確
保
の
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
調
停
や
紛
争
管
理

の
実
践
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
民
主
化
の
基
盤

づ
く
り
に
奔
走
す
る
ネ
パ
ー
ル
。
人
々

を
導
く
明
る
い
光
が
国
の
未
来
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

現
地
の
人
々
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、

前
へ
進
ん
で
い
く
。

特集　日本の法整備支援
人を守る、国をつくる。

本邦研修にてJICAの新井泉
理事（中央）を表敬訪問したネ
パール民事法改革改善タスク
フォースの面々

メディアの能力強化の一環として、放送網の改
善についてラジオネパールの技術者と議論する
太田徹也ＪＩＣＡ専門家（放送技術）

メ
デ
ィ
ア
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
調
停
へ
も
支
援

このセッションの議題は「日本の民法下での離婚手続き」。一つ一つの項目におい
て、日本の民法を参考にしながら民法草案の検討が進められた

世界の法律を見てみよう
法律は、世界中どこを見回しても、一つとして同じものはない。

各国の社会や文化的背景などを踏まえ、その国、その時代に最も適した形にしていかなければならない。
さらには、成立した法律が適切に守られ、運用されるための制度やツールも必要不可欠だ。

ここでは、JICAの法整備支援を通じて生まれた“モノ”の一部を紹介。

旧ソ連時代は“倒産”の概念がなかったウズベキスタン。独立後に「倒産
法」が制定されたが、専門家にとっても、新しい制度を理解することは困
難だった。そこでJICAの支援により、倒産法の一条一条を解説した本を
作成することに。現地の法律家たちを日本の専門家が一から指導し、果
てるとも知れぬ議論の末、完成にこぎつけた。単なる条文紹介にとどまら
ず、その意味や目的を解き明かし、具体的な論点の分析にまで踏み込ん
でいるのが画期的。今では倒産法といえばこの「注釈書」。若手裁判官た
ちは「手に届く所に置いて毎日使っている」という。また、債権者を保護す
るための抵当法の「解説書」を司法省職員向けに作成。図表などを使って
分かりやすく解説しており、銀行の法務部などでも利用されている。

「プライバシーの侵害」「法律に従ってさえいればよい」「ほかの事件の判
決など関係ない」などという理由で、とにかく裁判内容の公開に消極的だ
ったモンゴルの最高裁判所。しかし、「判決公開はモンゴルの司法制度の
発展に必ずつながる」と日本人専門家らが尽力し、モンゴル初の判例集
が制作された。そして実際に出版されると、裁判官や弁護士などの実務家
に喜ばれ広く普及。大学でもこの判例集を活用して、具体的な事例を取り
入れた授業が行われるようになった。町の書店で誰でも購入できるのも
特徴で、その売上金を使って、4、5、8 巻はモンゴル側が自力で出版した。
掲載判例を時系列・裁判所別に並べた索引集に対しても、「便利だ」とい
う声が上がっている。

インドネシアの裁判所では、手続きの遅延や、多くの控訴・上告などによ
り、未解決の民事事件が山積みとなっていた。そこで2007年から、当事
者同士の合意による早期解決を促すため、裁判官や弁護士らを“調停
人”として養成していくことに。そのためのカリキュラムや教材が、JICA
の支援を得ながら作成された。中でも受講生の評価が高いのがこの「調
停人養成用DVD」。日本の法曹界の重鎮たちが現地の法律関係者たち
と協議しながらシナリオをつくり、それに沿って、インドネシアの現役裁判
官らが役者顔負けの演技をしている。内容は、調停の進め方や相手との
対話方法などで、実際の場面を想定しながら学べる教材となっている。

「企業活動の発展のための民事法令
および行政法令の改善プロジェクト」
（2005～08年）

「和解・調停制度強化支援プロジェクト」（2007～09年）

市場経済化を支える

未解決事件の早期解決を促す

ポル・ポト政権時代に法制度が破壊され、包括的・体系的に規定された
民法規範も存在しなかったカンボジア。その後、民事裁判の手続規定
も、時代遅れの内容になっていた。そこでカンボジア司法省は、JICAの
支援を受けながら1999年に民法・民事訴訟法の起草を開始。現存する
法令や慣習などを調査し、日本側のアドバイザリーグループとともに、草
案を一条ずつ協議・検討していった。草案が2003年に完成した後も、閣
議や国会での草案説明や修正のための協力を行い、07年までに両法
が成立。JICAのセミナーなどでは、これらの条文集を手元に置き、現地
の法律家たちが議論する姿を見ることができる。

復興への道を切り開く

司法制度の発展を目指して

「倒産法注釈書プロジェクト」
（2005～07年）

民事事件判例集（全8巻）／索引集 倒産法注釈書／抵当法解説書

調停人養成用DVD 民法／民事訴訟法

モンゴル ウズベキスタン

カンボジアインドネシア

「法制度整備プロジェクト フェーズ1～3」
（1999～2012年）

「法整備支援計画」（2004～06年）
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ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
に

あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
事
務
所―

。

〝
シ
ャ
リ
フ
〞の
愛
称
で
同
僚
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
シ
ャ
リ
フ

ゾ
ー
ダ
・
シ
ャ
リ
ポ
フ
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
に
必
要
な
情
報
の
リ
サ
ー
チ
や
分

析
に
日
々
追
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
時

も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
こ
な
し
て
い
く
。
そ
ん
な
彼
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
９
年
に
わ
た
っ
て
担
当

す
る
法
整
備
支
援
に
対
す
る
熱
い
想
い
だ
。

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
旧
ソ
連
崩
壊
後
の

１
９
９
１
年
に
独
立
。
市
場
経
済
体
制
へ
と

緩
や
か
に
移
行
を
進
め
て
き
た
が
、
民
間
の

企
業
活
動
に
必
要
な
法
律
が
適
切
に
運
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

同
国
の
経
済
発
展
の
促
進
を
目
指
し
、
行
政

手
続
法
や
倒
産
法
な
ど
企
業
活
動
に
か
か
わ

る
法
律
を
中
心
に
支
援
し
て
い
る
。

　
し
か
し
ロ
シ
ア
語
や
ウ
ズ
ベ
ク
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
日
本
人
に
と
っ

て
は〝
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な
ら
で
は
〞の
苦
労

も
多
い
。
で
も
そ
ん
な
時
、
シ
ャ
リ
フ
さ
ん

は
こ
う
声
を
か
け
る
。「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

壁
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
事
務
所
の
二
瓶
直
樹
職
員
は
、「
そ
ん

な
彼
の
前
向
き
な
言
葉
に
こ
れ
ま
で
何
度
励

ま
さ
れ
、
刺
激
を
受
け
て
き
た
か
」
と
話
す
。

　
常
に
冷
静
沈
着
。
し
か
し
二
瓶
さ
ん
い
わ

く
、「
仕
事
へ
の〝
情
熱
〞は
誰
に
も
負
け
な
い
」

と
い
う
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
。
大
学
時
代
に
国
際

関
係
学
を
学
び
、
卒
業
後
は
海
外
報
道
ラ
ジ

オ
局
で
の
記
者
、
旧
ソ
連
諸
国
の
市
場
経
済

移
行
な
ど
を
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｓ※

で
支
援
す
る
な

ど
、
自
ら
の
夢
で
も
あ
っ
た〝
国
際
的
な
仕

事
〞に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
シ
ャ
リ
フ
さ

ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
今
か
ら
９
年
前
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
求
人
広
告
を
目
に
し
た
時
。「
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
発
展
に
は
、
開
発
を
支
援
す

る
諸
外
国
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
に
と

っ
て
、
ぴ
っ
た
り
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

　
念
願
叶
っ
て
２
０
０
２
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
事
務
所
に
就
職
。
こ
れ
ま
で

教
育
分
野
の
支
援
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
き
た

が
、
今
、
彼
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
の
が
法

整
備
支
援
だ
。「
法
律
は
、
食
料
や
教
育
と
い

っ
た
最
低
限
必
要
な
ニ
ー
ズ
と
同
じ
ぐ
ら
い

重
要
な
も
の
。
人
や
企
業
に〝
権
利
〞を
与
え

る
こ
と
で
、
人
々
の
社
会
生
活
を
守
り
、
企

業
活
動
を
促
進
す
る
力
が
あ
り
ま
す
」。
実
務

に
携
わ
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
に
も
よ
り
実

践
的
な
法
律
の
知
識
が
必
要
だ
と
感
じ
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
で
働
き
な
が
ら
大
学
に
通
い
、
法
律
の

学
位
を
取
得
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
仕
事
の
一

つ
が
、
05
年
か
ら
の
「
倒
産
法
注
釈
書
作
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
独
立
後
、
国
営
企
業

の
民
営
化
に
伴
っ
て
倒
産
法
が
制
定
さ
れ
た

が
、「
施
行
後
間
も
な
い
こ
と
や
参
考
文
献
が

な
い
た
め
に
定
着
せ
ず
、
倒
産
処
理
の
手
続

き
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
最
高
経
済
裁
判
所
が

発
行
を
計
画
し
て
い
た
倒
産
法
の
「
注
釈
書
」

の
作
成
と
、
裁
判
官
や
企
業
家
な
ど
へ
の
普

及
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
日
本
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
専
門
家
が
協

議
し
な
が
ら
原
稿
を
作
成
。
当
初
は
ロ
シ
ア

語
版
の
出
版
し
か
予
定
に
な
か
っ
た
が
、「
地

方
も
含
め
、
多
く
の
人
に
倒
産
法
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
ウ
ズ
ベ
ク
語
版
が
必
要
」

と
い
う
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
の
強
い
後
押
し
に
よ

り
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
版
の
出
版
が
決
定
し
た
。

当
時
、
共
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

た
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
松
嶋
希
会
弁
護
士

は
、「
肺
炎
で
入
院
し
た
時
も
、
彼
は
病
床
で

編
集
作
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
最
終
的
に
、
ウ
ズ
ベ
ク
語
、
ロ
シ
ア
語
、

英
語
、
日
本
語
の
４
言
語
版
を
発
行
。
そ
し

て
あ
る
日
、
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
は
う
れ
し
い
偶

然
に
出
く
わ
し
た
。「
バ
ス
の
中
か
ら
ふ
と
見

か
け
た
学
生
が
手
に
し
て
い
た
の
は
、
私
た

ち
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
つ
く
っ
た
あ
の
注
釈

書
で
し
た
。
そ
の
時
私
は
、〝
法
律
を
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
知
り
た
い
〞と
い
う
人
々
の
願

い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
感
動
し

ま
し
た
」。

　
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
に
と
っ
て
「
法
律
と
は
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能
力
強
化
）」。
彼
自
身
、

日
々
の
生
活
で
幾
度
と
な
く
法
律
に
助
け
ら

れ
、
そ
の
必
要
性
を
実
感
し
て
き
た
。
そ
れ

故
に
、
自
国
の
人
々
に
有
益
と
な
る
法
整
備

を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
強
い
。

　
そ
ん
な
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
を
、
松
嶋
さ
ん
は

〝
同
志
〞と
、
二
瓶
さ
ん
は〝
分
身
〞と
呼
ぶ
。

そ
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
関
係
者
を
つ

な
ぐ
重
要
な
パ
イ
プ
役
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
こ
と
も

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
こ
と
も
よ
く
知
る
彼
の

存
在
は
大
き
い
。
　

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
は
、
法
令
の
矛
盾
や
不

透
明
さ
が
残
る
行
政
手
続
法
な
ど
、
ま
だ
改

善
が
必
要
な
法
律
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
自
身

の
法
律
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
自
国
の
発
展
に
貢
献
し
た
い―

。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
職
員
や
専
門
家
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

と
も
に
、
シ
ャ
リ
フ
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

　

法
整
備
支
援
へ
の

熱
い
想
い
を
胸
に

「ウズベキスタンと日本の架け橋になりたい」

や
る
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
出
会
い

JICAウズベキスタン事務所 プログラムオフィサー
Sharifzoda Sharipov

シャリフゾーダ・シャリポフさん

ＪＩＣＡウズベキスタン事務所のメンバーと打ち合わ
せに臨むシャリフさん（左から２人目）と二瓶さん
（左端）。全員が“ファミリー”の一員として、一致団
結して仕事に取り組んでいる

ゲンバの風
第 25 回

倒産法の注釈書を普及するセミナーが行われたフェルガナ州経済裁判所前で。
シャリフさん（左）と松嶋ＪＩＣＡ専門家（左から4番目）もプレゼンテーションを行った

※正式名称はTechnical Aid to the Commonwealth 
of Independent States。EUの執行機関である欧州委
員会が旧ソ連諸国に対し、民主化や市場経済移行を支
援する技術協力プログラム。

シャリフゾーダ・シャリポフ
1974年ウズベキスタン・タシケント出身。大学で
国際関係学を専攻、96年に卒業後は地元ラジオ
局の記者などを経験。2002年から現職。主に法
整備分野を担当している。

ＪＩＣＡウズベキスタン事務所で働く、シャリフゾーダ・シャリポフさん。
自国の法整備に貢献するため、
日本とウズベキスタンのパイプ役として奔走している。
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ホラズム地方経済裁判所で、ウズベク語版の倒産法注釈書を手に取る職員たち。
フローチャートなどを使って分かりやすく説明した注釈書は、ウズベキスタンでは画期的だった

ウズベキスタン

き
　
え



　
３
月
初
旬
の
山
形
県
米
沢
市
―
。日
本
列

島
の
南
か
ら
春
の
訪
れ
が
聞
こ
え
る
中
、仙
台

か
ら
山
形
に
向
か
う
途
中
、車
窓
は
突
然
、雪

景
色
に
な
っ
た
。

　
市
街
地
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
走
る
と
、趣

深
い
洋
風
の
門
構
え
が
見
え
た
。国
の
重
要
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、１

９
０
１
年
に
創
立
さ
れ
た
九
里
学
園
高
等
学

校
。裁
縫
女
学
校
、商
業
女
学
校
、女
子
高
等

学
校
と
変
遷
を
遂
げ
、99
年
か
ら
は
共
学
の

普
通
校
に
。生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
将
来
の
目
標
に

合
わ
せ
て
自
由
に
学
べ
る
、多
種
多
様
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
人
気
だ
。

　
そ
し
て
近
年
で
は
、米
沢
か
ら〝
世
界
を
思

い
や
る
心
〞を
は
ぐ
く
む
べ
く「
国
際
協
力
」に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
人
種
は
違
っ
て
も
、〝
テ
ィ
リ
バ
ン
ジ
ャ
〞

（
ザ
ン
ビ
ア
語
で〝
み
ん
な
家
族
〞）。ザ
ン
ビ
ア

と
日
本
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」

　
九
里
学
園
に
お
け
る
国
際
協
力
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
一
人
、１
年
７
組
担
任
の
鈴
木
精
先
生

は
生
徒
た
ち
に
よ
く
ザ
ン
ビ
ア
の
話
を
す
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
間
、現
職
参
加
で
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
国
だ
。

　「
精
先
生
か
ら
話
を
聞
い
て
、ア
フ
リ
カ
が
一

気
に
身
近
に
な
り
ま
し
た
」と
１
年
７
組
の
萱

森
ま
い
さ
ん
。そ
ん
な
彼
女
は
あ
る
日
、職
員

室
の
机
に
あ
っ
た「
子
ど
も
兵
」の
本
を
見
つ

け
て
衝
撃
を
受
け
る
。
本
を
め
く
る
と
、そ

こ
に
は
銃
を
持
っ
て
立
つ
一
人
の
男
の
子
の

姿
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。「
こ
ん
な
に
小
さ
な
子

が
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
」。日

本
か
ら
は
想
像
を
超
え
る
現
実
―
。「
も
っ

と
知
り
た
い
」。週
一
回
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

「
読
書
の
時
間
」を
活
用
し
て
、ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
本
を
読
ん
で
勉
強
し
た
。そ
し

て
昨
年
の
文
化
祭
で
は
、ク
ラ
ス
の
出

し
物
と
し
て
、子
ど
も
兵
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
や
Ｃ
Ｍ
を
作
成
。「
自
分
た
ち
が

学
ん
だ
こ
と
を
、多
く
の
人
に
伝
え
た

か
っ
た
ん
で
す
」と
佐
藤
愛
海
さ
ん
は

話
す
。

　「
途
上
国
の
こ
と
を〝
現
実
〞の
も

の
と
し
て
、生
徒
た
ち
に
受
け
止
め

て
ほ
し
い
」と
鈴
木
先
生
。「
貧
困

っ
て
な
に
？
」と
い
う
生
徒
の
疑
問

に
答
え
る
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で

活
動
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山

形
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）の
ス
タ
ッ
フ
や
国
民
総

幸
福
度
※
１
世
界
第
一
位
の
ブ
ー
タ
ン
の
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
を
呼
ん
で
、途
上
国
の〝
貧
し
さ
〞と

〝
幸
せ
〞に
つ
い
て
の
授
業
を
行
っ
た
。さ
ら
に
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
国
際
協

力
高
校
生
実
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
も
積
極
的

に
生
徒
を
参
加
さ
せ
、学
校
の
枠
を
超
え
て
、

地
域
の
高
校
生
と
共
に〝
国
際
協
力
〞に
つ
い

て
考
え
る
機
会
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、昨
年
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
が「
　
世
紀
東
ア
ジ
ア
青
少
年
大
交
流
計

画
」※
２
だ
。人
と
人
の
交
流
を
通
じ
て
、子
ど

も
た
ち
に
何
か
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
―
。
鈴

木
先
生
は
そ
ん
な
願
い
で
、ほ
か
の
先
生
た
ち

と
協
力
し
て
参
加
を
決
定
。７
月
に
は
、初
め

て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
20
人
の
高
校
生
を
受
け
入
れ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
ベ
ト
ナ
ム

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。そ
れ
故
に
、「
ど
ん
な

子
た
ち
が
来
る
ん
だ
ろ
う
」と
不

安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
当

日
は
、生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
し
た
文
化
紹
介
や
そ
ば
打
ち
体

験
で
交
流
。
夜
は
生
徒
た
ち
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
。「
日
本

に
詳
し
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

歴
史
と
か
ア
ニ
メ
な
ん
て
、私
た
ち

が
知
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

て
」。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
両
親

た
ち
も
、い
つ
し
か
家
族
の
よ
う
に

仲
良
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
れ
か
ら
２
週
間
後
、今
度
は
九

里
学
園
の
２
年
生
5
人
を
含
む
、日
本
の
高

校
生
た
ち
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
。「
町
の
中
に
バ
イ
ク

が
あ
ふ
れ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」と
い
う

２
年
生
の
深
沢
和
礼
さ
ん
。現
地
で
は
学
生
と

の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、協
力
隊
の
活
動
を
は
じ

め
、日
本
の
国
際
協
力
の
現
場
も
視
察
し
た
。

「
正
直
、こ
れ
ま
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援

助
）に
つ
い
て
あ
ま
り
い
い
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
本
当
に
、途
上

国
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
っ
て
。う
れ
し

か
っ
た
」と
話
す
。同
じ
く
、ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
た
宮
阪
美
咲
さ
ん
は
、「
私
の
将
来
の
夢
は

海
外
に
関
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、そ

の
代
わ
り
に
、海
外
で
国
際
協
力
を
す
る
人
を

支
え
て
い
く
こ
と
な
ら
で
き
る
と
思
う
」と
力

強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　
国
際
協
力
を
通
じ
て
生
ま
れ
た「
誰
か
の
力

に
な
り
た
い
」と
い
う
九
里
学
園
の
生
徒
た
ち

の
思
い
。
未
来
を
担
う
た
く
ま
し
い
彼
ら
に
、

東
北
へ
、そ
し
て
世
界
へ
、た
く
さ
ん
の
元
気
を

送
っ
て
ほ
し
い
。

先
生
の
協
力
隊
経
験
で

世
界
が
身
近
に

ベ
ト
ナ
ム
と
の

高
校
生
と
出
会
っ
て

浴衣を着て、日本の文化紹介をする九里学園の生徒たち。「外国の人に
説明をすることで、自分たちの国のことを見直すきっかけにもなりました」

一緒にそば打ちに挑戦。みんなでつくった
そばは「今までで一番おいしかった」

※1ブータンの国王が提唱した国民の精神的な幸福度を図る指標。一人当たり国民総所得（GNI）とともに、国の豊かさの指標として用いられる。
※2外務省が2007年から実施しているプログラム。ASEAN諸国、中国、韓国、インド、オーストラリア、ニュージーランドを中心に、毎年6,000人の青少年を日本に招致し、交流事業を実施していく。

初めての書道で書いた文字は「友情」

高
校
生
の
力
で

米
沢
と
世
界
を
つ
な
ご
う

人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
―
。

山
形
県
米
沢
市
の
九
里
学
園
高
等
学
校
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、

世
界
に
目
を
向
け
、
共
に
学
び
、

助
け
合
う
精
神
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
。

第24 回

地球号の
子どもたち

鈴木先生が
協力隊経験を
一冊の本に。

『ザンビアからの風』
（九里学園教育研究所）
1,500円（税込）

初めてのアフリカ。長年の夢だった青年海外協
力隊に参加した鈴木先生が、ザンビアでの2年
間の活動を綴った一冊。日本では信じられない
文化や習慣、現地での葛藤、活動中のエピソー
ドなどが盛りだくさん。この本を読めば、アフリカ
や途上国を身近に感じることができるだろう。

ベトナム語と日本語を教え合った両国の生徒たち。お互いの言葉で
あいさつすると、一気に距離が縮まった
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ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
南
東
に

車
で
約
10
時
間
。シ
ン
ズ
リ
に
あ
る
「
子
ど
も
の

家
」
で
は
、
姉
が
妹
を
寝
か
し
つ
け
る
よ
う
に
仲

良
く
添
い
寝
す
る
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
る
。心
細

く
な
っ
て
涙
ぐ
む
子
に
、
上
の
子
が
優
し
く
寄
り

添
っ
て
い
る
の
だ
。こ
こ
は
、
10
年
に
も
及
ん
だ

内
戦
で
親
を
失
っ
た
少
女
た
ち
が
暮
ら
す
孤
児

院
。７
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
18
人
が
家
族
の
よ
う

に
一
緒
に
暮
ら
す
。中
に
は
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド

レ
ン
だ
っ
た
子
も
い
る
と
い
う
。

　
シ
ン
ズ
リ
は
国
内
で
も
内
戦
が
激
し
か
っ
た

地
域
の
一
つ
。農
業
に
頼
り
切
り
の
生
活
は
貧
し

く
、
イ
ン
ド
や
中
東
に
出
稼
ぎ
に
出
る
人
も
多

い
。ま
し
て
、親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、学

校
ど
こ
ろ
か
、
ご
飯
も
満
足
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
孤
児
と
な
っ

た
少
女
の
た
め
の
施
設
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
１
９
９
９
年
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
交
流

の
会
と
よ
な
か
の
支
援
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の

が
「
子
ど
も
の
家
」。１
日
３
食
が
提
供
さ
れ
、
学

校
に
も
通
わ
せ
て
く
れ
る
。孤
児
に
と
っ
て
は
ま

さ
に〝
恵
ま
れ
た
場
所
〞だ
。ま
た
、
米
や
野
菜
を

差
し
入
れ
た
り
、
夜
中
に
発
病
し
た
子
ど
も
を
病

院
へ
連
れ
て
行
く
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、

地
域
の
人
々
の
施
設
を
見
る
目
も
温
か
い
。

　
事
務
局
長
の
筒
井
百
合
子
さ
ん
は
、「
子
ど
も

の
家
」
を
初
め
て
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
こ
う
振
り

返
る
。「
孤
児
院
と
聞
い
て
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
雰
囲
気
が
明
る
く
清

潔
で
驚
き
ま
し
た
。特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
は
に

か
み
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
た
時
の
澄
ん

だ
目
が
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
」。

　
し
か
し
、
10
年
間
の
教
育
が
終
わ
る
と
環
境
は

大
き
く
変
わ
る
。い
ま
だ
に
政
情
不
安
が
続
き
、

カ
ー
ス
ト
制
度
の
残
る
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
女
性
が

自
立
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
。ま
し
て

親
や
保
護
者
が
い
な
い
場
合
、
他
人
の
家
の
使
用

人
や
人
身
売
買
の
対
象
に
な
る
な
ど
、
過
酷
な
人

生
を
歩
む
可
能
性
が
高
く
な
る
。孤
児
た
ち
の

〝
卒
業
後
〞は
、決
し
て
バ
ラ
色
で
は
な
い
。

　
昨
年
、
10
年
間
の
教
育
を
終
え
た
「
子
ど
も
の

家
」
の
少
女
は
５
人
、
今
年
は
３
人
が
卒
業
を
控

え
て
い
る
。「
な
ん
と
か
手
に
職
を
つ
け
て
、
自
立

の
道
を
探
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
の
が
、
彼
女

た
ち
の
願
い
だ
。

　
こ
れ
ま
で
孤
児
院
で
は
、
親
族
の
有
無
や
向
学

心
な
ど
に
応
じ
て
、
卒
業
生
の
自
立
を
支
え
る
た

め
の
奨
学
金
を
貸
与
し
て
き
た
。し
か
し
彼
女
た

ち
は
、「
施
設
に
残
っ
て
職
業
訓
練
を
受
け
た
い
」

と
言
う
。

　
そ
の
声
に
応
え
て
始
め
ら
れ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
基
金
を
活
用
し
た
自
立
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。ま
ず
、「
子
ど
も
の
家
」の
２
階
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て
改
修
し
、
作
業
台

孤
児
た
ち
に〝
ハ
ッ
ピ
ー
〞な
将
来
を

内
戦
で
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち

や
棚
を
新
た
に
据
え
つ
け
た
。壊
れ
て
い
た
ミ
シ

ン
も
修
理
し
た
。小
袋
や
普
段
着
を
作
る
た
め

だ
。技
術
指
導
に
当
た
る
の
は
、
近
く
に
住
む
女

性
。日
本
か
ら
も
洋
裁
の
先
生
を
派
遣
す
る
計
画

が
あ
る
。ま
た
、
現
地
の
伝
統
画
法
で
あ
る
ミ
テ

ィ
ラ
ー
・
ア
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
積
み
、そ
の

作
品
は
す
で
に
日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。「
そ

れ
を
買
い
求
め
る
日
本
人
の
写
真
が
、
彼
女
た
ち

の〝
や
る
気
〞を
大
い
に
刺
激
し
て
い
る
」と
筒
井

さ
ん
は
話
す
。単
に
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

彼
女
た
ち
に
利
益
が
還
元
さ
れ
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
野
菜
栽
培
や
養

鶏
も
含
ま
れ
る
。こ
れ
ら
の
技
術
が
習
得
で
き
れ

ば
、
野
菜
や
鶏
肉
、
卵
な
ど
を
自
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
農
業
技
術
指
導
員
と
し
て
の
道
も
開
け

る
。「
そ
う
な
れ
ば
、
地
域
の
人
々
か
ら
も
頼
ら
れ

る
存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
」。そ
し
て
、
い
つ
か
手

に
職
を
つ
け
、自
立
し
た
孤
児
た
ち
自
身
が
、「
子

ど
も
の
家
」
の
運
営
を
主
体
的
に
担
っ
て
く
れ
れ

ば
―
。支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
国
際
交
流
の
会
と

よ
な
か
の
メ
ン
バ
ー
が
抱
い
て
き
た
そ
ん
な
願

い
も
、実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
少
女
た
ち
が
幼
か
っ
た
時
代
か
ら
ず
っ
と
見

守
っ
て
き
た
多
く
の
人
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

今
、
一
人
一
人
が
自
立
へ
の
道
を
ど
う
歩
ん
で
い

NPO法人 国際交流の会とよなか（TIFA）
〒560-0022　大阪府豊中市北桜塚4-7-17-109
TEL/FAX ： 06-6840-1014
Email ： tifa99@nifty.ne.jp
URL ： http://homepage1.nifty.com/tifa/

孤
児
院
を
、女
性
た
ち
の
自
立
の
場
に

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

国際交流の会
とよなか

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

く
か
を
見
つ
め
て
い
ま
す
」
と
筒
井
さ
ん
。孤
児

た
ち
が
仲
良
く
生
き
る〝
恵
ま
れ
た
場
所
〞は
今
、

女
性
た
ち
が
〝
自
立
す
る
た
め
の
場
所
〞
へ
と
変

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「
子
ど
も
の
家
」
は
、
英
語
で
「H

appy Girls’
H
om
e

」。内
戦
が
生
ん
だ
悲
劇
の
孤
児
た
ち
が
自

立
を
果
た
し
て
、
本
当
の〝
ハ
ッ
ピ
ー
〞を
手
に
す

る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

内
戦
で
親
を
亡
く
し
た
少
女
た
ち
が
暮
ら
す
孤
児
院「
子
ど
も
の
家
」。

今
こ
こ
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
交
流
の
会
と
よ
な
か
の
支
援
の
下
、

彼
女
た
ち
の
自
立
に
向
け
た
活
動
が
進
行
中
だ
。

内戦で親を失った子どもたちが暮らす「子どもの家」ではＪＩＣＡ基金を活用して、
２階をトレーニングルームに改装。小袋を縫う少女たち

現在7歳から18歳の18人の女の子が共同生活を送る「子どもの家」。年長者が年下
の子どもの世話をし、本当の家族のように暮らす

職業訓練の一環として少女たちが学ぶのが、ジャナクプル地方に古代から伝わ
る伝統的なミティラー・アート。イベントなどで展示販売される

国際交流の会とよなかの葛西芙紗代表は、この孤児院の設立者でもあり、これまで現地を30
回以上訪問している

ネパール

カトマンズ
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新
た
な
国
づ
く
り
の
現
場
で

感
じ
た
こ
と

※途上国の現状について知り、一人一人ができる国際協力を推進していく市民参加型プロジェクト。実行委員会は、NPO法人国際
協力NGOセンター（JANIC）、JICA、国連開発計画（UNDP）。

あ
、
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
し
よ

う
！
」

　
週
末
の
昼
下
が
り
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
隣
国
・

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
海
辺
で
、
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
一
人
の
日
本
人
が
い

た
。映
画『
パ
ッ
チ
ギ
』で
一
躍
時
の
人
と
な
り
、

映
画
、
舞
台
な
ど
で
幅
広
く
活
躍
す
る
俳
優
の

塩
谷
瞬
さ
ん
。
今
年
１
月
、「
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
」
の
著
名
人
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
21
世
紀
最
初
の
独
立
国
で
あ
る
こ

の
国
を
訪
れ
た
。

　
４
０
０
年
以
上
に
も
わ
た
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
統
治
の
時
代
を
経
て
、

２
０
０
２
年
に
一
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。
独
立
後
も
一
時
的
な
混
乱

は
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
は
平
穏
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
、
日
本
を
は
じ
め
国
際
社
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
新
た
な
国
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。「
国
の
現
状
、
空
気
、
人
々
の
表

情
を
、
先
入
観
を
持
た
ず
素
直
に
見
て
こ
よ

う
」。
ア
ジ
ア
は
何
度
も
旅
し
て
い
る
塩
谷
さ

ん
だ
が
、
初
め
て
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
訪
問
に
胸

を
躍
ら
せ
て
い
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
首
都
デ
ィ
リ
か
ら
南

へ
車
で
一
時
間
ほ
ど
の
ア
イ
レ
ウ
県
コ
ト
ラ
ウ

村
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ェ
ア
＝
国
際
保
健
協
力
市

民
の
会
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業

で
保
健
医
療
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の

一
つ
だ
。
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
困
難
な
農
村
部
で
は
、
下
痢
や
栄
養
失
調
と

い
っ
た
予
防
可
能
な
病
気
に
よ
り
５
歳
未
満
で

命
を
落
と
す
乳
幼
児
も
多
い
。
そ
こ
で
シ
ェ
ア

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
で
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
住
民
自
ら
の
力
で
、
乳
幼
児
の
健

康
管
理
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。「『
子

ど
も
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う

意
識
と
行
動
が
、
住
民
た
ち
の
間
に
生
ま
れ
て

い
て
素
晴
ら
し
い
」
と
塩
谷
さ
ん
は
感
心
し
て

い
た
。

　
続
い
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
金
田
耕
稔
さ

ん
（
青
少
年
活
動
）
が
活
動
す
る
首
都
の
青
少

年
セ
ン
タ
ー
「Ba Futuru

」
へ
。
こ
れ
は
、

現
地
語
の
テ
ト
ゥ
ン
語
で
「
将
来
の
た
め
に
」

と
い
う
意
味
。
長
年
に
わ
た
る
内
戦
で
心
に
深

い
傷
を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
〝
将
来
〞
の
た

め
に
、
平
和
構
築
を
目
指
し
た
紛
争
解
決
・
人

権
教
育
の
ほ
か
、
語
学
や
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
塩
谷
さ
ん

は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
紙
風
船
な
ど
日
本

の
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
み
ん
な
大
喜
び
だ
っ

た
。

　
実
は
塩
谷
さ
ん
自
身
、
家
庭
の
事
情
で
学
校

に
あ
ま
り
通
え
ず
、
小
学
生
の
こ
ろ
新
聞
配
達

な
ど
を
し
て
一
人
で
生
活
し
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
故
に
現
在
は
、「
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。
そ
の
恩
返
し
が
し

た
い
」
と
、
多
忙
な
俳
優
業
の
傍
ら
、
国
際
協

力
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
。「
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
、た
と
え
一
日
で
も
、

心
か
ら
『
楽
し
か
っ
た
』
と
思
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
僕
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
」。
別
れ
際
、
自
分
に
向
か
っ
て
手
を
振
る

子
ど
も
た
ち
を
見
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
。

　
デ
ィ
リ
西
部
を
流
れ
る
コ
モ
ロ
川
の
支
流
、

ベ
モ
ス
川
―
。
こ
の
川
か
ら
引
か
れ
た
水
が
導

水
管
を
通
り
、
浄
水
場
を
経
由
し
て
首
都
に
供

給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
04
〜
05
年
に
発
生
し

た
洪
水
に
よ
り
導
水
管
が
破
損
。
現
在
、
日
本

の
無
償
資
金
協
力
に
よ
り
、
給
水
施
設
緊
急
改

修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
工
事
を
担
当
す

る
の
は
大
日
本
土
木
株
式
会
社
。
文
化
の
違
い

な
ど
か
ら
現
地
の
作
業
員
た
ち
と
衝
突
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、「
た
だ
怒
る
の
で
は
な
く
、
き

っ
ち
り
目
の
前
で
や
っ
て
見
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
同
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
の
阿

南
正
典
所
長
。
塩
谷
さ
ん
は
「
毎
日
が
同
じ
作

業
の
繰
り
返
し
。
現
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
の
た

め
に
誕
生
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

る
と
聞
き
、
阿
南
さ
ん
の
人
間
的
な
深
さ
、
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
」と
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

　
ま
た
、
国
内
有
数
の
稲
作
地
域
で
あ
る
マ
ナ

ツ
ト
県
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
稲
作
支
援
の
現
場

を
視
察
し
た
。
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
半
分
以
上

を
輸
入
に
頼
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
対
し
て
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
が
か
つ
て
緊
急
無
償
資
金
協
力

で
修
復
し
た
灌
漑
施
設
を
活
用
し
、
コ
メ
の
生

産
性
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
の
古
殿
晴
悟
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
塩
谷
さ
ん
は
「
支
援
に
頼
り
き
り
に

な
ら
ず
、
村
人
た
ち
も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
を
探
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

　
１
週
間
の
旅
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
の
国
際

協
力
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
塩
谷
さ
ん
。「
現
場
で

汗
を
流
し
て
い
る
日
本
人
の
姿
、
そ
し
て
そ
ん

な
彼
ら
の
助
け
を
得
な
が
ら
未
来
に
向
か
っ
て

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と

を
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
」。

そ
う
強
く
語
る
彼
の
瞳
の
奥
に
は
、
確
か
に
、

静
か
な
熱
い
思
い
が
見
え
た
。

　
今
を
生
き
る
―
。
こ
れ
は
、
塩
谷
さ
ん
が
座

右
の
銘
と
し
て
い
る
言
葉
だ
。
今
回
、
現
地
で

ま
さ
に
〝
今
を
生
き
る
〞
人
々
の
姿
を
そ
の
目

に
焼
き
付
け
て
き
た
塩
谷
さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、

世
界
中
の
〝
生
き
る
力
〞
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

国
際
協
力
を
支
え
る

現
場
の
日
本
人
た
ち

さ
「

東ティモールの子どもたちと。「彼らの笑顔がこの
国の未来をつくっていくのだと感じました」 

「紙芝居やゲームなど、保健ボランティアが工夫を
凝らしながら保健教育に励んでいます。その成果も
あり、乳幼児の健康状態にも改善が見られてうれし
い」とシェアの吉森悠さん（撮影：久野真一）

塩谷瞬さん
東ティモールで

“生きる力”を発見
2002年に独立を果たし

新たな国づくりが進められている東ティモール。
今年1月、この国を訪れた俳優の塩谷瞬さんは

未来に向かって立ち上がろうとする人々の力強い姿に
未知なる可能性を見た。

や
す
と
し

ヘルメットを装着して、給水施設の建設現場に。「僕も昔、工事現場
でアルバイトをしていたことがあります。皆さん、仕事に対する姿勢はさ
すがプロフェッショナルですね」（撮影：久野真一）

Shun’s photos

今回の訪問に先立ち、オリンパス
株式会社がCSR活動の一環と
してデジタルカメラを塩谷さんに
プレゼント。「東ティモールの人々
の表情や風景、国の実情などを、
写真を通じて伝えていきたい」

塩谷さんの掛け声と同
時にジャンプ！

○ShunShioyac

担
当
す

の
違
い

す
る
こ

く
、
き

が
大
切

者
の
阿

同
じ
作

り
の
た

し
て
い

さ
、
温

て
い
た
。

る
マ
ナ

の
現
場

分
以
上

し
て
、Ｊ

金
協
力

世
界
中
の
〝
生
き
る
力
〞
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

問に先立ち、オリンパス
がCSR活動の一環と
ルカメラを塩谷さんに

恥ずかしそうにレンズを見る
女の子

プレゼント。
の表情や風
写真を通じ

プ！
○ShunShioya○○

今回の訪問
株式会社が
してデジタ

恥ずかしそうにレ
女の子

日本が支援した水道
から出る水は

「おいしい！」

H　 P : shunshioya.com/
ブログ : ameblo.jp/shunshioya/ ○ShunShioyac

○ShunShioyac

東ティモール
インドネシア
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
公
共
政
策
部
で
、法
整
備

支
援
を
担
当
す
る
鳥
居
香
代
さ
ん
。

国
の
根
幹
を
成
す
法
律
の
整
備
を
支

援
す
る
こ
と
で
、そ
の
先
に
あ
る
経

済
発
展
や
安
定
し
た
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

学
時
代
、カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
難
民
と
し
て

日
本
に
来
た
友
人
が
い
ま
し
た
。ポ
ル・
ポ

ト
政
権
時
代
に
体
験
し
た
こ
と
や
タ
イ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
の
生
活
に
つ
い
て
の
話
は
、当
時
の
私
に

と
っ
て
と
て
も
衝
撃
的
で
、そ
の
こ
ろ
か
ら
漠
然
と

開
発
途
上
国
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
卒
業
後
は
い
っ
た
ん
民

間
企
業
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、や
は
り
自
分
の

関
心
に
合
っ
た
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、退
職
し
て

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
に
留
学
。帰
国
後
は「
今
度
こ

そ
途
上
国
に
か
か
わ
る
仕
事
を
す
る
」と
心
に
決

め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
な
ど
を
経
て
、１
９

９
８
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
っ
て
か
ら
は
、ア
フ
リ
カ
や
農
業

分
野
の
協
力
な
ど
を
担
当
。そ
の
後
、国
連
食
糧

農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）ア
ジ
ア
太
平
洋
事
務
所
に
勤

務
し
た
際
に
は
、ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津

波
災
害
の
復
興
支
援
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。さ

ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
事
務
所
の
企
画

調
査
員
と
し
て
、援
助
調
和
化
の
取
り
組
み
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
支
援
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、法
整
備
と
民
主
化

に
対
す
る
協
力
で
す
。途
上
国
の
発
展
の
た
め
に

は
、何
よ
り
も
そ
の
国
が
自
ら
の
力
で
、国
民
の
意

思
を
反
映
し
な
が
ら
自
国
の
資
源
を
投
入
・
配

分
・
管
理
で
き
る
こ
と
、政
府
と
市
民
の
健
全
な

関
係
の
下
に
社
会
が
運
営
さ
れ
る
仕
組
み
が
で
き

る
こ
と
が
重
要
で
す
。い
わ
ゆ
る〝
ガ
バ
ナ
ン
ス
〞で

す
が
、こ
れ
が
な
け
れ
ば
、持
続
的
な
発
展
が
阻
害

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、海
外
か
ら
の
援
助
も
最
終

的
に
途
上
国
の
一
般
市
民
に
還
元
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
の
た
め
に
は「
法
の
支

配
」の
確
立
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、日
本
の
大
学
や
法
務
省
、日
本
弁
護
士

連
合
会
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、そ
の
国
の
開
発
課
題
に
法
整

備
支
援
を
通
じ
て
ど
う
貢
献
す
る
の
か
、そ
の
国

固
有
の
問
題
に
ど
う
い
う
配
慮
が
必
要
か
、さ
ら

に
は
、ほ
か
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
と
の
相
乗
効
果
や

他
ド
ナ
ー
と
の
調
整
・
連
携
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、案
件
の
形
成
や
実
施
監

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
中
で
、と
て
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。紛
争
後
の
国
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、民
法
起
草
を
支
援
し
て
い
る
ネ

パ
ー
ル
で
の
こ
と
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
で
あ
る
最
高
裁
判
事
が
現
地
の
司
法
関
係

者
に
対
し
て
こ
う
語
り
掛
け
た
の
で
す
。

　「
憲
法
は
政
治
の
変
遷
で
こ
れ
ま
で
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
が
民
法
は
違
う
。こ
の
民
法
は
１
０

０
年
続
く
の
だ
か
ら
、そ
の
つ
も
り
で
み
ん
な
で
し

っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
」

　
も
ち
ろ
ん
、社
会
の
変
化
に
応
じ
て
今
後
ネ
パ

ー
ル
人
自
身
の
手
で
改
正
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
が
、民
法
と
い
う
社
会
基
盤
の
最
も
重
要
な
部

分
に
協
力
で
き
る
と
い
う
の
は
、援
助
機
関
の
職

員
と
し
て
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
一
緒
に
仕
事
を
す
る
相
手
の
多
く

は
、現
地
の
法
律
の
実

務
者
や
司
法
省
の
職

員
な
ど
で
す
。共
に
業

務
に
当
た
る
中
で
感

じ
る
の
は
、
彼
ら
は

皆
、自
分
た
ち
の
今
の

仕
事
が
国
の
基
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
の
だ
と

い
う
自
負
を
持
ち
、法

律
や
制
度
を
よ
り
良
い

も
の
に
改
善
し
て
い
こ

う
と
い
う
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、私
た
ち
の
支
援
は
、〝
彼
ら
の
た
め
〞だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
努
力
を
後
押
し
し
な

が
ら
、一
緒
に〝
そ
の
先
に
あ
る
も
の
〞を
目
指
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、「
法
整
備
に

よ
っ
て
取
引
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
民
間
の

活
動
が
活
性
化
す
る
」、「
よ
り
公
正
な
裁
判
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
、金
や
力
に
よ
る
不
公
平
な
判
決

で
泣
き
寝
入
り
す
る
人
が
減
る
」、さ
ら
に
は「
法

に
対
す
る
人
々
の
信
頼
が
向
上
し
て
人
々
の
遵
法

精
神
の
向
上
や
社
会
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
」

な
ど
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
ま
で
に
は
長
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、援
助
で
で
き
る
こ
と
は

そ
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。し
か
し
、私
た
ち
の
支

援
が「
究
極
的
に
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
」を

常
に
念
頭
に
置
き
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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JICA公共政策部
ガバナンスグループ法・司法課

課長

鳥居 香代
TORII Kayo

大学卒業後、民間企業勤
務、イギリス留学を経て
1998年JICAに就職。基礎
調査部、アフリカ中近東欧
州部、農業開発部、秘書室
（いずれも当時）、国連食糧
農業機関アジア太平洋事
務所（在バンコク）、バングラ
デシュ事務所を経て、2008
年4月より現職。

大

ネパール民法の支援のため、地方の裁判所で現状を調査する鳥居さん

調停制度をモンゴルに導入するプロジェク
トの協力枠組みを、最高裁判所などと合意

法
整
備
の
先
に
あ
る

国
の
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
日
系
移
住
者
の
支
援
を
続
け

る
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
ア
マ
ゾ
ン
の
ト
メ
ア
ス
ー
地

方
で
は
、ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と
呼
ば
れ
る

農
法
で
カ
カ
オ
豆
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。今

回
、こ
の
カ
カ
オ
を
使
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト『
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』が
、明
治
製

菓
株
式
会
社
か
ら
新
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と
は
、Agriculture

（
農
業
）とF

orestry

（
林
業
）を
組
み
合
わ
せ

た
言
葉
で
、森
を
つ
く
り
な
が
ら
農
作
す
る
方

法
。収
穫
期
が
異
な
る
コ
シ
ョ
ウ
や
カ
カ
オ
、パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
熱
帯
果
樹
と
マ
ホ
ガ

ニ
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
樹
木
を
混
植

す
る
こ
と
で
、農
業
と
森
林
の
保
護
・
再
生
の

両
立
を
可
能
に
し
ま
す
。さ
ら
に
、単
一
栽
培

よ
り
耐
病
性
が
高
く
、環
境
に
優
し
い
有
機
農

法
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
農
法
は
ト
メ
ア
ス
ー
の
日
系
移
住
者
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
確
立
し
た
も
の
。パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
と
い
っ
た
作
物
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
で
設
立
さ
れ
た
加
工
工
場
で
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
製
品
に
し
、国
内
外
に
出
荷
で
き
た
こ
と
も

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
推
進
に
役
立
ち
ま

し
た
。

　
明
治
製
菓
で
は
、ト
メ
ア
ス
ー
産
カ
カ
オ
を

使
用
す
る
こ
と
で

こ
の
農
法
の
普
及

に
よ
る
森
林
保

全
を
支
援
し
た
い

と
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
商
品
化
。多
く

の
消
費
者
の
目
に

留
ま
り
、環
境
保

護
へ
の
関
心
を
高

め
ら
れ
れ
ば
と
の

思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
２
月
26
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば（
東
京
・

広
尾
）で「
知
花
く
ら
ら
な
ん
と
か
し
な
き

ゃ
！
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、昨
年
８
月
に「
な
ん
と
か
し

な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
ス
リ
ラ
ン

カ
を
訪
問
し
た
知
花
さ
ん
が
、現
地
で
見
た
こ

と
、感
じ
た
こ
と
を
一
般
市
民
に
伝
え
る
場
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
。当
日
は
約
２
６
０
人

が
来
場
し
、知
花
さ
ん
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世
界
食
糧
計
画
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
知
花
さ
ん
は
、今
回
、

紛
争
の
つ
め
跡
が
残
る
北
部
地
域
を
訪
問
。日

本
が
無
償
資
金
協
力
で
建
設
し
た
マ
ナ
ー
橋
を

実
際
に
歩
い
て
渡
り
、「
こ
の
一
本
の
橋
は
、

人
々
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

国
の
平
和
を
願
い
一
筋
の
光
を
放
っ
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
た
」と
話
し
ま
し
た
。ま
た
、青
年

海
外
協
力
隊
の
活
動
視
察
で
訪
れ
た
障
害
者

施
設
か
ら
届
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
会
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
で
流
さ
れ
る
と
、「
ま
た
来
て
く
だ
さ

い
ね
」と
い
う
現
地
の
人
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
涙

ぐ
む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
光
と
影
を
皆
さ
ん
に
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」と
知
花
さ
ん
。「
１
０
０
や
ら

な
く
て
も
い
い
。
50
で
も
１
で
も
い
い
ん
で
す
。

０
よ
り
何
か
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
」
と

力
強
く
語
り
ま
し

た
。Ｍ
Ｃ
を
務
め
た
シ

ョ
ー
ン
Ｋ
さ
ん
も「
知

花
さ
ん
の
存
在
を
通

じ
て
、こ
れ
か
ら
も
国

際
協
力
に
興
味
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
」と

訴
え
ま
し
た
。

02“森をつくる農法”から生まれたチョコレートが新発売

　
2
月
11
・
12
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）で
、よ
こ
は
ま

国
際
協
力
・
国
際
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム（
通
称
：
よ
こ
は
ま
C
プ
ラ
ッ
ト
）

主
催
で「
よ
こ
は
ま
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
１
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横

浜
を
拠
点
に
国
際
協
力
や
国
際
交
流

に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
報
告
の
ほ

か
、開
発
途
上
国
の
現
状
を
体
感
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
39
の
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、１
３
０
０
人（
2
日

間
の
講
座
参
加
延
べ
人
数
）を
超
え

る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
が
実
施
し
た
セ
ミ

ナ
ー
は
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
平
和
構

築
が
テ
ー
マ
。ア
フ
リ
カ
な
ど
で
行
っ

て
い
る
一
村
一
品
運
動
や
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
地
雷
除
去
活
動
な
ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、

来
場
者
か
ら「
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て

い
る
人
の〝
生
〞の
声
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
」と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
こ
は
ま
C
プ
ラ
ッ
ト
で
は
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
ほ
か
に
、世
界
の
料
理
、音

楽
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
通
じ
て
国
際

協
力
や
国
際
交
流

を
学
ぶ
「
よ
こ
は

ま
国
際
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
」も
2
0

1
0
年
10
月
に
開

催
。
J
I
C
A
横

浜
は
、今
年
度
も

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
予

定
で
す
。

04「よこはま国際フォーラム２０１１」が開催

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
つ
き
ま
し
て
、被
災

者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
い
、３
月
22
日
現
在
、以
下

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
福
島
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、福

島
第
一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
付
近

で
避
難
指
示
の
出
て
い
る
地
域
住
民

の
方
を
対
象
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松

（
福
島
県
二
本
松
市
）の
講
堂
や
宿
泊

棟
な
ど
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
提

供
し
て
い
ま
す
。

●
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ａ
Ｃ
）に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京（
東

京
都
渋
谷
区
）内
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
、

必
要
機
材
類
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
被
災
者

の
方
に
対
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
で
は
、

宿
泊
先
と
し
て
最
大
１
０
０
人
の
受

け
入
れ
を
実
施
中
で
す
。

●
全
国
の
国
内
拠
点
で
は
、各
都
道

府
県
の
自
治
体
を
経
由
し
、救
援
物

資
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
４
月
１
日
か
ら
開
始
予
定
の「
平
成

23
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募

集
」の
応
募
受
付
を
当
面
延
期
し
ま

す
。今
後
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
定
次
第
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
今
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
、で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。
最

新
情
報
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.jica.go.jp/

）で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

01「東北地方太平洋沖地震」に対するＪＩＣＡの取り組みについて

03知花くららさん スリランカ訪問報告会

スリランカについて語る知花さんとショーンKさん

JICA横浜のセミナーは参加者で満席に

ミルクとビターの2種類
がラインアップ
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『Pink SUBARU』
主人公は寿司職人のアラブ人、ズベイル。稼いだお金でようやく手にした
彼の愛車「スバル」が、何者かに盗まれたところからストーリーは始まる。ズ
ベイルが住むイスラエルのタイベはパレスチナ西岸地区との境界線沿い
にあり、車泥棒が多く住む街として有名。地の利を生かし、中心部で盗ん
だ車をパレスチナ西岸の街トルカレムに運ぶのだ。そこで車は解体され、
再び組み立てられて販売される。イスラエルでは日本車の「スバル」は大
人気で、幸せの象徴。長年の夢だった妹の結婚式が目前に迫る中、姿を
消した愛車を彼は取り戻せるのか―。紛争のイメージが先行するこの地
域で繰り広げられる、ささやかな幸せを求める“普通”の人々の生活を描い
た作品。

M  OVIE

「「世界中の子どもに教育を」キャンペーン2011
世界一大きな授業～女の子と女性の教育～」
学校に通えない世界の子どもたちについて考える授業を、日本全国で一
斉に行うキャンペーン。昨年は、小中高351校から約4万人が参加してい
る。事前申請すれば、小中学校や専門学校などグループ単位で誰でも参
加できる。今年は、「国際女性の日」（3月8日）100周年に合わせ、「女の
子と女性の教育」がテーマ。途上国での教育の現状や、女の子や女性
が教育を受ける意義などを皆で考えてみよう。

E  VENT
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『池澤夏樹＝個人編集　世界文学全集Ⅲ-02 黒檀』
ポーランドの新聞・雑誌・通信社の特派員として100カ国
以上を訪れ、数々の傑作ルポタージュを世に送り出した
ジャーナリスト、カプシチンスキ。徹底した現場取材を貫き、
いわゆる「第三世界」の人々の声を世界へ届けることを使
命としていた彼が、40年以上
にわたって追ったのがアフリカ
だ。その中から、ポーランドの
日刊紙に連載されたルポを翻
訳したのが本書。ウガンダの
独裁者の素顔に迫る「アミ
ン」やアフリカ最大の青空市
場を描く「オニチャの大穴」な
ど、一般市民の生の声をもと
に綴られた真実の物語が収
められている。

リシャルト・カプシチンスキ 著
工藤幸雄／阿部優子／武井摩利 訳
河出書房新社
2,730円（税込）

B  OOK

『モノから見える世界の現実 軍服のモスキート』
太古の時代から人間を悩ませ続けてきた小さな生物、モス
キート＝蚊。蚊が媒介するマラリアは、結核、HIV／エイズ
と並ぶ世界三大感染症の一つだ。世界人口の約半分の
30億人が危険にさらされており、年間の感染者は3～5億
人、うち死に至る約100万人
には多くの幼い子どもたちも
含まれている。効果的なマラリ
ア対策のために必要なのは、
まず「敵を知る」ことから―。マ
ラリアと植民地・戦争の関係
のほか、温暖化の影響による
分布の変化や駆除の歴史な
ど、幅広い視点から蚊の脅威
を知ることができる一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2010年／イタリア・日本／98分
監督 ： 小川和也
出演 ： アクラム・テラーウィ、ラナ・ズレイク、ミハ・ヤナイほか
公開 ： 4月16日（土）より、UPLINK X（東京・渋谷）にてロードショー
URL ： www.pinksubaru.jp

期間 ： 4月18日（月）～24日（日）
参加条件 ： 全国の小中高校、大学、専門学校、塾、グループなど
参加費 ： 無料
参加方法 ： ホームページより
URL ： www.jnne.org/gce2011/
問 ： 「世界中の子どもに教育を」キャンペーン事務局（プラン・ジャパン内）
TEL ： 03-5481-0030

○c Revolution ink.

リチャード・スウィフト 著
森下麻衣子 訳
合同出版
1,155円（税込）



森
の
民
に
迫
る
危
機

Ecuador 
［エクアドル］
文・写真＝すずき ともこ（エッセイスト）

シュアール族の娘。家族のきずなと
森の知恵を大切にし、今でも自給自
足に近い生活を営んでいる

地球ギャラリー vol.31



A
B

深い森を抜けると、開けた場所に民家が点在する。シュアール族が暮らすツンツィミ村の人々は、皆家族親戚だ

「
怒
る
と
弓
矢
や
石
で
暴
力
を
ふ
る
う
」
な

ど
と
敬
遠
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
シ
ュ
ア
ー
ル
族
は
か
つ
て
、
部
族

抗
争
で
負
け
た
酋
長
の
首
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

は
く
製
に
加
工
す
る
習
慣
が
あ
り
、
部
族
と

接
点
を
持
た
な
い
都
会
の
人
た
ち
は
今
で
も

彼
ら
を
恐
れ
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に
集
落

を
訪
ね
て
み
て
分
か
っ
た
の
は
、
争
わ
な
く

な
っ
た
現
代
の
シ
ュ
ア
ー
ル
社
会
は
平
和

で
、
家
族
や
親
戚
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
小
さ
な
畑
を
耕
し
な
が
ら
、
森
や

川
で
捕
れ
る
肉
、
魚
、
木
の
実
、
果
実
な
ど

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
静
か
に
生
活

し
て
い
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
南
東
部
の
ア
マ
ゾ
ン
盆
地
。

赤
土
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
が
け
を
よ
じ
登

り
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
熱
帯
の
森
を
突
き
進

む
。
目
指
す
は
、
か
の
首
狩
り
族
で
知
ら
れ

る
シ
ュ
ア
ー
ル
族
が
暮
ら
す
村
。

　
国
道
か
ら
外
れ
て
６
時
間
。
山
の
中
を
ひ

た
す
ら
歩
き
続
け
る
と
、
森
が
開
け
て
集
落

が
見
え
て
き
た
。
到
着
す
る
や
い
な
や
、
村

人
た
ち
は
イ
モ
の
濁
酒
で
温
か
く
も
て
な
し

て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
来
る
前
に
立
ち
寄
っ
た

町
の
人
の
シ
ュ
ア
ー
ル
族
に
対
す
る
印
象

は
、と
て
も
い
い
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

「
す
ぐ
に
気
が
変
わ
る
か
ら
信
用
で
き
な
い
」

C.町の土産物屋で見つけた干し首の
レプリカと祭りで使われるナマケモノの
干し首。祭りでは村中の人々が、三日
三晩歌って踊って食べて酔いしれる
D.スーワの実で染めた幾何学模様。
一度塗ると洗っても１カ月間は落ちな
い。かつては村中の娘たちが顔に模様
を描いていたという

A.家には親子3世代がいつも集い、
にぎわっている。室内に仕切りはない
が、中心に台所、端に寝室、書斎、来
客用の空間と分けられてあった
B.アチョテの実で化粧をする村のお
ばあさん。鮮やかな朱色は血も表す。
部族間で戦っていたころは体中を朱
色に染めていたそうだ

彼らの普段着は民族衣装ではなく、町の人 と々同じ洋服だが、日常にシュアール語を話し、時には吹き矢を使って狩りをする

C

D
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シ
ュ
ア
ー
ル
族
が
暮
ら
す
熱
帯
雨
林
は
、

ペ
ル
ー
と
の
国
境
に
接
し
て
い
る
。
十
数

年
前
に
国
境
で
紛
争
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、

そ
の
土
地
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
最
前
線
で
戦

わ
さ
れ
、
犠
牲
に
な
っ
て
き
た
。
現
在
は

そ
ん
な
悲
し
い
過
去
が
あ
っ
た
と
は
思
わ

せ
な
い
ほ
ど
、
村
は
か
わ
い
ら
し
い
子
ど

も
た
ち
の
笑
い
声
で
溢
れ
、
雄
大
な
自
然

に
囲
ま
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。　
　

　
だ
が
、再
び
危
機
は
迫
っ
て
い
た
。
森
に
、

金
や
石
油
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
だ
。

　
土
地
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
権
力
者
が
シ
ュ
ア
ー
ル
族
を

立
ち
退
か
せ
よ
う
と
す
る
一
方
、「
金
や
石

油
を
採
掘
し
始
め
た
ら
、
私
た
ち
の
森
が

破
壊
さ
れ
、
鳥
や
動
物
た
ち
は
み
ん
な
い

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。川
が
汚
染
さ
れ
れ
ば
、

魚
も
き
れ
い
な
飲
み
水
も
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
こ
の

土
地
を
、
誰
に
も
譲
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
シ
ュ
ア
ー
ル
の
人
々
は
か
た
く
な
に
拒

む
。

　
し
か
し
、
か
つ
て
自
給
自
足
で
成
り
立
っ

て
い
た
彼
ら
の
生
活
も
少
し
ず
つ
変
化
し
、

子
ど
も
の
教
材
を
買
う
た
め
の
費
用
や
町
へ

用
を
足
し
に
行
く
た
め
の
現
金
も
必
要
に
な

っ
て
き
た
。
お
金
の
た
め
に
、
い
つ
か
、
シ

ュ
ア
ー
ル
の
人
々
は
森
を
捨
て
る
こ
と
も
考

え
る
か
も
し
れ
な
い
―
。

　「
け
れ
ど
金
や
石
油
の
利
権
が
ほ
し
い
と

い
う
者
た
ち
は
、
こ
の
土
地
使
用
に
関
す

る
お
金
の
話
は
一
切
し
よ
う
と
し
な
い
。

水
源
だ
っ
た
川
の
代
わ
り
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
を
毎
日
く
れ
る
と
言
う
。
牧
草

や
畑
に
必
要
な
水
だ
け
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
が
何
本
い
る
か
考
え
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
方
法
の
給
水

は
１
日
で
中
止
に
な
る
に
違
い
な
い
」

　
そ
う
話
す
シ
ュ
ア
ー
ル
の
人
々
は
、
昔

か
ら
先
住
民
の
生
活
を
真
剣
に
考
え
な
い

権
力
者
た
ち
を
見
て
、
た
だ
あ
き
れ
た
よ

う
に
笑
う
だ
け
だ
っ
た
。

E.夕暮れ時、子どもと母親が列になって
シラミを取り合っていた。時々口にしてい
たが、それもタンパク源なのだろう
F.アマゾン原産のユッカイモをかんで発
酵させて作る「チッチャ酒」。シュアール
族の大好物だ

シュアール族の主食は3種類のイモ。一番好きなのはサトイモだ。植え付けと掘るのは女性の仕事、木を切り倒して畑を開墾するのは男性の仕事と役割分担がある

地鶏の肉と木の芽が入った塩味のスープを、ゆでた青バ
ナナとサトイモと一緒に食べる。おかずはバナナの葉で
包み、蒸し焼きにした鶏肉とキノコだ

F E

咳のし過ぎで肝臓が下がってしまったと思われる赤ちゃん。おなかをマッサージして治している様子



首都 ： キト
面積 ： 25.6万ｋ㎡（本州と九州を合わせた広さ）
人口 ： 1,400万人（2010年）
公用語 ： スペイン語、ケチュア語
宗教 ： キリスト教（カトリック）
1人当たり国民総所得（GNI）： 3,970 ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、アメリカでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： 米ドル（USD）　１USD＝約81円（2011年3月現在）
気候 ： アンデス山脈の高地、海岸地方の平地、アマゾンの熱帯雨林、
ガラパゴス諸島と、変化に富む４つの気候区分がある。6月～10月は乾
期、11月～5月は雨期。

Ecuador
エクアドル

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

さまざまな
アクターと連携して
貧困の改善を
著しい経済成長の影で、その恩恵から取り残される
地方や社会的弱者の人々。JICAはこの格差を是
正するために、さまざまな支援を行っている。

　2008年末の世界金融危機の影響を
受けながらも、それまでの５年間に約4～8
％のGDP（国内総生産）成長率を維持し
たエクアドル。しかし一方で、いまだ1日2ド
ル以下で暮らす人々の割合が12.8％
（07年）を占めるなど、貧困が大きな課題
の一つとなっている。
　国の経済を支えているのは、石油、コー
ヒー、バナナといった主要産品の輸出産
業だが、国際情勢や天候などで価格変動
の影響を受けやすく、経済が安定している
とはいえない。また、首都キトなどの都市部
では着実に開発が進められているものの、
山岳地域は貧困率が高く、都市と地方で
貧富の差が拡大している。
　これらの課題の解決を目指しＪＩＣAが
行っているのが、「チンボラソ県貧困削減
のための持続的総合農村開発実施体制
強化プロジェクト」。交通アクセスが難し

い山岳地帯にあるチンボラソ県は、国内
でも貧困率が高く、こうした山岳地帯の貧
困を削減するには、自然資源の劣化に起
因する複合的な問題に対応するために、
中長期的な視点に基づいて開発していく
必要がある。そこでJICAは、持続的な開
発の基盤を構築することを目指し、農牧、
保健、教育、環境など複数の関係省庁と
同県審議会との連携による農村開発計
画を推進。さらに複数の農村をパイロット
村として選定し、農民学校の開催やミニ
プロジェクトの実施を通じて住民たちの
“開発当事者”としての意識の醸成や、集
落の自立発展に必要な基礎づくりを行
い、彼らが伝統を守りながら主体的に貧
困解決に取り組めるよう住民参加型によ
る開発を目指している。
　また、「社会的弱者のための職業訓練
強化プロジェクト」では、エクアドル職業訓

練機構（SECAP）に対し、難民や障害者
などの社会的弱者に特化した職業訓練
コースの運営を指導。従来の訓練コース
は産業人材の育成が中心だったが、政府
が実施する社会的弱者支援の一環とし
て、縫製やパン製造、自動車整備などの
短期コースを新たに設置。国連難民高等
弁務官事務所（UNHCR）とともにニーズ
調査や受講者の選定・推薦を行っている
ほか、コロンビアなどの第三国から専門家
を招くなど、多様なアクターと連携しながら
コースの充実化を図っている。
　また、初等算数教育のカリキュラム改
善や看護師の育成など、教育、保健、スポ
ーツなどの分野でJICAボランティアが活
動中。さらに、複数の分野の個別専門家
が派遣され、地域振興のための一村一品
運動の理念の普及、国の植林計画の策
定に対する助言などを行っている。

豆と干しダラのスープ
「ファネスカ」

エクアドル料理
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エ
ク
ア
ド
ル
料
理
で
有
名
な
の
は
、ク
イ（
モ

ル
モ
ッ
ト
の
一
種
）の
丸
焼
き
。田
舎
に
行
け

ば
、た
い
て
い
の
家
で
ク
イ
を
飼
育
し
て
い
る
。

先
住
民
が
暮
ら
す
村
で
は
貴
重
な
動
物
性
タ

ン
パ
ク
質
で
あ
り
、一
番
の
ご
ち
そ
う
だ
。ま

た
、「
チ
ャ
ン
チ
ョ
」と
呼
ば
れ
る
豚
の
丸
焼
き

や
、大
豆
に
似
た
チ
ョ
チ
ョ
と
い
う
豆
を
使
っ
た

マ
リ
ネ「
セ
ビ
ッ
チ
ェ・デ
・
チ
ョ
チ
ョ
」も
エ
ク
ア

ド
ル
の
人
々
の
大
好
物
。

　
そ
し
て
、山
岳
地
域
シ
エ
ラ
独
自
の
伝
統
料

理
と
い
え
ば
、4
月
下
旬
の
セ
マ
ナ
サ
ン
タ（
イ

エ
ス・
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝
う
聖
週
間
）に
食

べ
ら
れ
る「
フ
ァ
ネ
ス
カ
」。キ
リ
ス
ト
教
徒
は

こ
の
時
期
に
赤
身
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
た
め
、魚
料
理
の
フ
ァ
ネ
ス
カ
が
振

る
舞
わ
れ
る
。

　
魚
の
中
で
も
干
し
ダ
ラ
を
使
う
の
が
一
般

的
で
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、豆
な
ど
の
穀
類
、カ
ボ
チ

ャ
な
ど
12
種
類
の
食
材
と
一
緒
に
煮
込
む
。地

域
や
家
庭
で
材
料
は
自
由
に
選
べ
る
が
、共
通

す
る
の
は
12
種
類
入
れ
る
こ
と
。「
イ
エ
ス
の
12

人
の
弟
子
」に
ち
な
ん
で
い
る
と
い
う
。

〈
フ
ァ
ネ
ス
カ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

ア
バ（
ソ
ラ
マ
メ
）・
チ
ョ
チ
ョ・
チ
ョ
ク
ロ（
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
一
種
）・
フ
リ
ホ
ー
ル（
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
）・
ア

ル
べ
ハ（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
）・
レ
ン
テ
ハ（
レ
ン
ズ
豆
）

そ
れ
ぞ
れ
2
分
の
1
カ
ッ
プ
／
バ
カ
ラ
オ（
干
し
ダ

ラ
）10
セ
ン
チ
程
度
／
メ
ジ
ョ
コ（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
一

種
）１
カ
ッ
プ
／
カ
ボ
チ
ャ
4
分
の
1
個
／
サ
ン
ボ

（
ウ
リ
の
一
種
）2
分
の
1
個
／
タ
マ
ネ
ギ
1
個
／
パ

セ
リ
大
さ
じ
2（
以
上
12
種
類
）／
牛
乳
3
カ
ッ
プ

／
ゆ
で
卵
2
個
／
チ
フ
レ（
バ
ナ
ナ
を
揚
げ
た
も

の
）・
塩
コ
シ
ョ
ウ
少
々

【
作
り
方
】

１
．干
し
ダ
ラ
を
水
に
漬
け
、一
晩
置
い
て
塩
抜
き

を
す
る
。

２
．カ
ボ
チ
ャ
、サ
ン
ボ
を
一
口
大
に
切
る
。

３
．み
じ
ん
切
り
の
タ
マ
ネ
ギ
と
パ
セ
リ
を
油
で
炒

め
た
ら
、そ
の
中
に
全
材
料
を
入
れ
、浸
る
く

ら
い
の
水
を
加
え
て
煮
る
。

4
．豆
類
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
牛
乳
を
加
え
、塩

コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
し
、ゆ
で
卵
と
チ
フ
レ
を

飾
っ
て
で
き
あ
が
り
。

in エクアドル

一村一品運動の普及
のため、カルチ県知事
とのミーティングに出席
する地域振興アドバイ
ザー（左から２人目）

12種類もの材料で作られる期間限定の伝統料理

編集協力 ： 笠井嘉枝（シニア海外ボランティア）

チンボラソ県での貧困削減
プロジェクトの一環で、農村
の収入向上を図るため、輸出
用有機キヌアの生産を支援

キト

エクアドル

コロンビア

ペルー

社会的弱者のための職業訓練強化プロ
ジェクトで、独自に開発した肢体障害者
対応ミシンで職業訓練を受ける受講者

April 2011                         3637                         April 2011



﹇
12
月
号 
特
集
「
鉄
道
物
語 

ニ
ッ
ポ
ン
か
ら
世
界
へ
」
を
読
ん
で
﹈

■
古
く
な
っ
た
日
本
の
車
両
が
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
活
躍
し
て

い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
J
I
C
A
が
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
こ
れ
ら
の
国
々
を
支
援
し
て
い
ま

す
が
、
技
術
の
安
全
性
や
正
確
さ
だ
け
で
な
く
、
交
通
道
徳

な
ど
、
社
会
的
な
側
面
か
ら
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
文
化
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
人
た
ち
に
紹
介
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
　
　
　（
東
京
都
・
58
歳
・
男
性
・
教
諭
・
多
田
統
一
）

■
普
段
、
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
電
車
が
、
ま
さ
か
日
本

以
外
の
国
で
も
役
に
立
っ
て
い
た
の
だ
と
は
知
ら
ず
、
感
激

し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
の
技
術
が
他
の
国
々
で
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
な
と
感
じ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　（
宮
城
県
・
　
歳
・
女
性
・
フ
リ
ー
タ
ー
）

﹇
1
月
号 

特
集
「
新
た
な
国
際
協
力
の
世
界 

新
興
ド
ナ
ー
と
つ
く

る
未
来
」
を
読
ん
で
﹈

■
途
上
国
と
考
え
ら
れ
て
い
た
国
々
が
経
済
成
長
し
、
援
助

さ
れ
る
側
か
ら
す
る
側
へ
成
長
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
ね
。
援
助
の
形
も
変
化
し
て
更
に
効
果
を
生
み

出
し
て
い
る
。
世
界
中
が
援
助
を
必
要
と
し
な
い
国
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　（
愛
知
県
・
60
歳
・
女
性
・
主
婦
）

■
自
分
達
だ
け
が
豊
か
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
本
当
の
豊
か

さ
と
は
言
え
な
い
―
。
新
興
ド
ナ
ー
達
の
そ
ん
な
気
持
ち
を

感
じ
た
。
不
況
で
考
え
も
閉
塞
的
に
な
り
が
ち
な
今
、
私
は

そ
う
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
・
34
歳
・
女
性
・
無
職
）
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送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支払ください。入金の
確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかることもあります
のでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は送料
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本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① スラム女性の布製品
② 書籍『軍服のモスキート』（p30参照）
③ 書籍『黒檀』（p30参照）
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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

1 2

グローバル化の進展に伴い求められる「グローバル人材」の
育成に関するJICAの取り組みを特集します。3

（商品名を明記してください）

21

訂正とお詫び ： 2011年3月号の表紙のキャプションに誤りがありました。
ここに訂正し、お詫び申し上げます。
［誤］栃木県の益子焼や三重県の美濃焼を…
［正］栃木県の益子焼や岐阜県の美濃焼を…

希望の場合は
方法で
みください。

方には、送料をご
でご送付いたしま
扱票に、氏名・住
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をいたします（入金から1週間程度かかることもあります
い）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は送料
下記までお問い合わせください。
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　ケニアの首都ナイロビ市街地から
車で20分、閑静な住宅街の外れにあ
るキバガレスラム―。狭い空間にプレ
ハブ小屋がひしめき合い、1万5,000も
の人が身を寄せ合って暮らしている。
　電気や水道、トイレもない家がほと
んど。雨が降れば道はぬかるみ、周り
はごみだらけ。仕事も日雇いがほとん
どで、安定した収入を得られる人は少
ない。人々はそんな現状にも、どこか
“諦め”を抱いていた。
　そこで声を上げたのが、青年海外協
力隊OBの市橋隆雄牧師。「彼らが貧
困の中から希望を持ち、未来に向かっ
て意欲的に生きられるように」。そん
な思いで2003年、地元の教会と「コイ

ノニアエデュケーションセンター」を設
立。貧しい子どもたちを対象に教育の
機会を提供してきた。
　また、スラムの女性たちの生計向上
のため、04年からは母親に対しても洋
裁、編み物の技術を指導。“何か”に
挑戦する機会を与えられた女性たち
は、慣れない作業にも根気強く取り組
んでいるという。
　ケニアの伝統的な布カンガやキコ
イを使用した布製品は、ケニア在住の
日本人にも人気。「技術を得ることで
自信が生まれ、家族にも良い影響が広
がっています」とボランティアの佐藤
幸子さんは話す。
　女性たちの元気が素となり、キバガ

レスラムでは今、地域おこしの風が吹
き始めている。

スラム女性の布製品で地域を元気に
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作業場はいつも生き生きとした女性の笑顔に包まれて
いる

★エプロン、エコバッグ、鍋つかみを各2人、ティータオ
ルを3人にプレゼント！ 詳細は38ページへ→
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環境に配慮した植物性大豆
油インキを使用しています。

本誌は再生紙を使用しています。
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「持てる国」の企業としてできること

8Vol.

PROFILE
1968年ニューヨーク出身。大学卒業後、大手コン
サルティング会社、投信投資顧問会社などを経て、
1996年に「ブラッドストーン・マネジメント・イニシ
アティブ・リミテッド」を設立。現在は、経営コンサル
タント、J-WAVEのナビゲーター、テレビのコメン
テーターなどとして幅広く活躍。「なんとかしなきゃ！
プロジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya.jp/)では、東北地方
太平洋沖地震の被災地を支援している
プロジェクトメンバーの活動状況につ
いて紹介しています。

SEAN McARDLE KAWAKAMI

　最近、アメリカ人の友人に言われて
ショックだったことがあります。「イラク
では10年間で、15万人の民間人、
5,000人のアメリカ人兵士が命を落と
した。でも日本では、その間に30万人
が自殺している。一体どんな国なん
だ？」。私はその時、思わず言葉を失
ってしまいました。
　この事実に象徴されるように、世界
は今、大きくバランスが崩れています。
ある調査では、世界の10億人が飢餓
で苦しんでいるのに、食べ過ぎによる
成人病の人が20億人もいると発表し
ています。「持てる国」と「持てない
国」の“格差”を目の当たりにして、「な
んとかしなきゃ！」と思いませんか。そ
う、今の世界を「なんとかする」のは、
私たち先進国の責任なのです。
　そんな中、ここ数年、日本の産業界
で企業の社会的責任（CSR）が、重要
なキーワードとして注目されています。
例えば、消費財メーカーのユニリーバ
はインドに自己資本の会社を立ち上

げ、安全できれいな水が飲めない地
域に無償でろ過機を配布しています。
そこで何が起こったかというと、人生
で初めて、きれいな水で体を洗う気持
ち良さを体験した人々が、ユニリーバ
の石けんやシャンプーを購入するよう
になった。地域の女性たちの口コミに
より売上もどんどん伸びていき、その土
地に根差した良いビジネスサイクルが
生まれたのです。
　しかし一方で、CSRの多くのケース
は投資家情報（IR）やプロモーション
の域を出ることができず、担当者のジ
レンマになっているとも聞きます。そこ
で力を発揮できるのが、世界中にネット
ワークを持っているJICAのような組織
です。日本国内には、国際協力に興味
はあるけれど、途上国のこともよく分
からないし、何をしたらいいか分から
ないという企業が本当に多い。自分た
ちの技術が世界に誇るべきものである
ということにも、まったく気付いていな
いんです。そんな彼らが海外で貢献

できるよう、途上国のニーズを把握して
いるJICAがコンサルティングしていく
のも、援助機関としての大きな役割と
いえるのではないでしょうか。
　そして企業であれ、途上国であれ、
やはり一方通行の支援では限界があ
ります。最終的には、自分たちの力で
成長できるよう、相手の自助力を育て
ることが最も重要だということを忘れて
はなりません。
　世界には、有能な技術者がまだまだ
たくさんいます。ですから私自身、途上
国の企業のコンサルティングに積極的
に取り組んでいきたい。さらに国内でも
JICAと協働で企業向けのセミナーを
行うなど、日本の官民連携の活性化に
も力を注いでいきたいと思っています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp
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